
JP 5239850 B2 2013.7.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムであっ
て、
　前記無線端末は、
　前記帰属先無線基地局がブロードキャストまたはマルチキャストによるコンテンツデー
タの送信を行っているか否かを判定し、
　前記帰属先無線基地局が前記コンテンツデータの送信を行っていないと判定した場合、
前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツデ
ータを受信することを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の無線通信システムであって、
前記無線端末は、少なくとも前記帰属先無線基地局からの所定の下り信号を受信する期間
を避けるように、前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータを受信する期間を決
定することを特徴とする無線通信システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の無線通信システムであって、
　前記無線端末は、
　第１および第２の受信器と、
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　前記第１および第２の受信器をそれぞれ制御する通信制御部と、
を備え、
　前記通信制御部は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から前記所定の下り信号
を受信させるとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツ
データを受信させることを特徴とする無線通信システム。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の無線通信システムであって、前記所定の下り信号は、ページン
グメッセージの信号であることを特徴とする無線通信システム。
【請求項５】
　請求項１から４のうちのいずれか１項に記載の無線通信システムであって、前記非帰属
先無線基地局は、マクロ基地局であり、前記帰属先無線基地局は、前記マクロ基地局が管
理するセルよりも小さなセルを管理する小型基地局であることを特徴とする無線通信シス
テム。
【請求項６】
　請求項５に記載の無線通信システムであって、前記帰属先無線基地局はフェムト基地局
であることを特徴とする無線通信システム。
【請求項７】
　請求項１から６のうちのいずれか１項に記載の無線通信システムであって、前記無線端
末は、ハンドオーバまたはセル再選択により自己の帰属先を変更することを特徴とする無
線通信システム。
【請求項８】
　請求項１から７のうちのいずれか１項に記載の無線通信システムであって、前記無線端
末は、前記無線基地局から通知された情報に基づいて当該無線基地局に帰属先を変更する
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項９】
　請求項１から８のうちのいずれか１項に記載の無線通信システムであって、前記コンテ
ンツデータがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであるこ
とを特徴とする無線通信システム。
【請求項１０】
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムにおけ
る前記無線端末であって、
　前記帰属先無線基地局がブロードキャストまたはマルチキャストによるコンテンツデー
タの送信を行っているか否かを判定し、
　前記帰属先無線基地局が前記コンテンツデータの送信を行っていないと判定した場合、
前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツデ
ータを受信することを特徴とする無線端末。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の無線端末であって、
　少なくとも前記帰属先無線基地局からの所定の下り信号を受信する期間を避けるように
、前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータを受信する期間を決定することを特
徴とする無線端末。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載の無線端末であって、
　第１および第２の受信器と、
　前記第１および第２の受信器をそれぞれ制御する通信制御部と、
を備え、
　前記通信制御部は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から前記所定の下り信号
を受信させるとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツ
データを受信させることを特徴とする無線端末。
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【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の無線端末であって、前記所定の下り信号は、ページングメ
ッセージの信号であることを特徴とする無線端末。
【請求項１４】
　請求項１０から１３のうちのいずれか１項に記載の無線端末であって、前記コンテンツ
データがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであることを
特徴とする無線端末。
【請求項１５】
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムにおけ
る前記無線端末の通信制御方法であって、
　（ａ）前記帰属先無線基地局がブロードキャストまたはマルチキャストによるコンテン
ツデータの送信を行っているか否かを判定するステップと、
　（ｂ）前記帰属先無線基地局が前記コンテンツデータの送信を行っていないと判定した
場合、前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテ
ンツデータを受信するステップと、
を含むことを特徴とする通信制御方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の通信制御方法であって、
　少なくとも前記帰属先無線基地局からの所定の下り信号を受信する期間を避けるように
、前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータを受信する期間を決定するステップ
を含むことを特徴とする通信制御方法。
【請求項１７】
　請求項１５又は１６に記載の通信制御方法であって、
　前記無線端末は、第１および第２の受信器を備えており、
　前記ステップ（ｂ）は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から前記所定の下り
信号を受信させるとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記コンテ
ンツデータを受信させるステップを含むことを特徴とする通信制御方法。
【請求項１８】
　請求項１６又は１７に記載の通信制御方法であって、前記所定の下り信号は、ページン
グメッセージの信号であることを特徴とする通信制御方法。
【請求項１９】
　請求項１５から１８のうちのいずれか１項に記載の通信制御方法であって、前記コンテ
ンツデータがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであるこ
とを特徴とする通信制御方法。
【請求項２０】
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムにおけ
る前記無線端末の記録媒体から読み出されてプロセッサに通信制御処理を実行させるプロ
グラムであって、
　前記通信制御処理は、
　前記帰属先無線基地局がブロードキャストまたはマルチキャストによるコンテンツデー
タの送信を行っているか否かを判定する処理と、
　前記帰属先無線基地局が前記コンテンツデータの送信を行っていないと判定した場合、
前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツデ
ータを受信する処理と、
を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のプログラムであって、
　前記通信制御処理は、少なくとも前記帰属先無線基地局からの所定の下り信号を受信す
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る期間を避けるように、前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータを受信する期
間を決定する処理を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項２２】
　請求項２０又は２１に記載のプログラムであって、
　前記無線端末は、第１および第２の受信器を備えており、
　前記通信制御処理は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から前記所定の下り信
号を受信させるとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記ブロード
キャストまたはマルチキャストされたコンテンツデータを受信させることを特徴とするプ
ログラム。
【請求項２３】
　請求項２１又は２２に記載のプログラムであって、前記所定の下り信号は、ページング
メッセージの信号であることを特徴とするプログラム。
【請求項２４】
　請求項２０から２３のうちのいずれか１項に記載のプログラムであって、前記コンテン
ツデータがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであること
を特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の無線基地局と、これら無線基地局のうちのいずれかの無線基地局に帰
属して当該無線基地局と通信を行う無線端末とを含む無線通信システムおよびその通信技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、移動体通信網において、特定の複数の無線端末にのみデータを同報配信するとい
うマルチキャスト技術が注目されている。３ＧＰＰ（The 3rd Generation Partnership P
roject）仕様のＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunication System）と呼ばれるネ
ットワークでは、マルチメディア放送や同報サービスを提供するためのＭＢＭＳ（Multim
edia Broadcast and Multicast Service）と呼ばれるマルチキャスト技術がサポートされ
ている。ＬＴＥ（Long Term Evolution）でも、ＭＢＭＳをサポートする方向での検討が
行われている（非特許文献１）。３ＧＰＰの標準仕様によれば、基地局の種類（たとえば
、マクロ基地局やマイクロ基地局）によらずに、ＭＢＭＳをサポートすることが可能であ
る。
【０００３】
　無線端末は、待ち受け状態であるアイドル状態とアクティブ状態とのいずれの状態でも
、ＭＢＭＳデータのマルチキャスト信号あるいはブロードキャスト信号を受信することが
できる。また、無線端末がＭＢＭＳデータを受信中に他のセルに移動するとき、当該無線
端末の通信状態に合わせて、セル再選択（cell reselection）、セル更新（cell update
）あるいはハンドオーバ（handover）が実行される。無線端末は、アイドル状態にあると
き、帰属先である無線基地局からページングチャネル（ＰＣＣＨ）を用いてページング情
報を受信し、このページング情報に基づいて着呼の有無を確認する。セル再選択は、ペー
ジング情報を送信する基地局（現在の帰属先）を他の基地局（他の帰属先）に切り替える
動作をいう。一方、アクティブ状態にある無線端末は、帰属先の基地局と同期を確立して
ユーザデータの送受信を行う。アクティブ状態の無線端末が移動することにより他の基地
局へ帰属先を切り替える動作がハンドオーバである。
【０００４】
　３ＧＰＰ仕様のＵＭＴＳあるいはＬＴＥでは、マクロ基地局とは別に、制限された性能
を有する安価な小型基地局としてフェムト基地局（「ホーム基地局」とも呼ばれる。）が
定義されている（非特許文献２および非特許文献３参照）。一般的なフェムト基地局は、
屋内に設置されて既存のブロードバンド回線と接続されており、このブロードバンド回線



(5) JP 5239850 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

を介してＵＭＴＳやＬＴＥなどのセルラシステムの通信網にアクセスして通信を行う小型
基地局である。
【０００５】
　３ＧＰＰに関する先行技術文献としては、たとえば、以下に挙げられる非特許文献１、
非特許文献２および非特許文献３が挙げられる。
【非特許文献１】3GPP TS25.346 v810, インターネット〈URL：http://www.3gpp.org/ftp
/Specs/html-info/25346.htm〉
【非特許文献２】3GPP TR25.820 v811, インターネット〈URL：http://www.3gpp.org/ftp
/Specs/html-info/25820.htm〉
【非特許文献３】3GPP TS36.300 v850, インターネット〈URL：http://www.3gpp.org/ftp
/Specs/html-info/36300.htm〉
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　フェムト基地局のセル（フェムトセル）とマクロ基地局のセル（マクロセル）とがオー
バーラップしている場合、フェムトセルのエリア内にある無線端末は、フェムト基地局か
らの信号の受信品質がマクロ基地局からの信号の受信品質よりも良好になるので、必然的
にフェムト基地局に帰属し、マクロ基地局に帰属しない。
【０００７】
　無線端末は、アイドル状態でＭＢＭＳデータを受信する場合、ＭＢＭＳをサポートする
マクロ基地局のセル内では、マクロ基地局からブロードキャストコントロールチャネル（
ＢＣＣＨ）、ページングコントロールチャネル（ＰＣＣＨ）、マルチキャストコントロー
ルチャネル（ＭＣＣＨ：Multicast Control Channel）、マルチキャストスケジューリン
グチャネル（ＭＳＣＨ：Multicast Scheduling Channel）、マルチキャストトラフィック
チャネル（ＭＴＣＨ：Multicast Traffic Channel）を用いて送信された信号を受信する
。あるマクロセルにてＭＢＭＳデータを受信している無線端末が別のマクロセルに移動し
、別のマクロ基地局に帰属した場合でも、帰属先のマクロ基地局がＭＢＭＳをサポートし
ていれば、無線端末は、新たな帰属先のマクロ基地局からＭＴＣＨで継続的にＭＢＭＳデ
ータを受信することが可能である。
【０００８】
　一方、フェムト基地局は、マクロ基地局と比べると制限された機能しか持たず、ＭＢＭ
Ｓをサポートしていない可能性が高い。この場合、無線端末が、セル再選択を実行し、Ｍ
ＢＭＳをサポートするマクロ基地局のマクロセルから、ＭＢＭＳをサポートしないフェム
ト基地局のフェムトセルに移動したとき、無線端末は、フェムト基地局からＢＣＣＨおよ
びＰＣＣＨを用いて送信された信号を受信するが、ＭＢＭＳデータを受信することはでき
ない。かかる場合、無線端末は、サービス圏外（Out-of-service）にあると判断する。
【０００９】
　セル再選択は、無線端末がＭＢＭＳデータを受信しているか否か、フェムト基地局がＭ
ＢＭＳをサポートしているか否かに関係なく、下り信号の受信品質に基づいて実行される
。このため、無線端末は、セル再選択後に、ＭＢＭＳサービスを継続して受けることがで
きなくなる。
【００１０】
　上記の問題は、セル再選択後の帰属先がフェムト基地局の場合に限らず、ＭＢＭＳをサ
ポートしていない他のマクロ基地局の場合や、マイクロ基地局やピコ基地局といった他の
種類の小型基地局の場合についても同様に起こり得る。
【００１１】
　さらに、無線端末が、ＭＢＭＳをサポートするマクロ基地局のマクロセルのエリア内に
位置していたとしても、ＭＢＭＳをサポートしないフェムト基地局に帰属している限り、
上述したようにＭＢＭＳデータのマルチキャスト信号またはブロードキャスト信号を受信
することができない。
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【００１２】
　上記に鑑みて本発明の目的は、無線端末が帰属先の基地局からＭＢＭＳデータなどのコ
ンテンツデータを受信することができなくても、当該無線端末の帰属先ではない他の基地
局からコンテンツデータを受信することを可能とする無線通信システム、通信制御方法、
無線端末およびプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明によれば、無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基
地局と、前記無線端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通
信システムが提供される。この無線通信システムでは、前記無線端末は、前記非帰属先無
線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツデータを受信する
。
【００１４】
　本発明によれば、無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基
地局と、前記無線端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通
信システムにおける無線端末が提供される。この無線端末は、前記非帰属先無線基地局か
らブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツデータを受信する。
【００１５】
　本発明によれば、無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基
地局と、前記無線端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通
信システムにおける前記無線端末の通信制御方法が提供される。この通信制御方法は、（
ａ）前記非帰属先無線基地局を選択するステップと、
　（ｂ）前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコン
テンツデータを受信するステップと、を含む。
【００１６】
　そして、本発明によれば、無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属
先無線基地局と、前記無線端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含
む無線通信システムにおける前記無線端末の記録媒体から読み出されてプロセッサに通信
制御処理を実行させるプログラムが提供される。この通信制御処理は、前記非帰属先無線
基地局を選択する処理と、前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキ
ャストされたコンテンツデータを受信する処理と、を含む。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、たとえ、無線端末の帰属先である帰属先基地局がブロードキャストま
たはマルチキャストによるコンテンツデータの配信をしていなくても、当該無線端末の帰
属先ではない非帰属先基地局からコンテンツデータを受信することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明に係る実施の形態について図面を参照しつつ説明する。なお、すべての図
面において、同様な構成要素には同一符号を付し、その詳細な説明は重複しないように適
宜省略される。
【００１９】
　（無線通信システムの概略構成）
　以下、本発明の一実施形態である無線通信システム（移動体通信システム）について説
明する。この無線通信システムは、「３ＧＰＰ　ＬＴＥ（3GPP Long Term Evolution）」
の仕様に準拠する好適な構成を有するが、これに限定されるものではない。図１は、本発
明に係る一実施形態の無線通信システム１の概略構成の一例を示す機能ブロック図である
。この無線通信システム１は、マクロ基地局（macro eNBs：macro evolved Node Bs）で
ある第１の無線基地局２１，２２，２３と、マイクロ基地局（micro eNB）３０やフェム
ト基地局（femto eNB）３１からなる第２の無線基地局群とを含む。マイクロ基地局３０
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やフェムト基地局３１は、それぞれ、マクロ基地局２１，２２，２３の各セル（通信エリ
ア）とは大きさの異なる局所的で小さなセル（通信エリア）を管理する小型基地局である
。この種の小型基地局は、たとえば、半径数十～数百メートル程度の範囲をカバーする機
能を有する。
【００２０】
　マクロ基地局２１，２２，２３は、コアネットワーク（ＥＰＣ：Evolved Packet Core
）８に接続されている。コアネットワーク８は、各種標準規格（たとえば、「３ＧＰＰ」
、「３ＧＰＰ２」、「３ＧＰＰ　ＬＴＥ」あるいは公知の無線ＬＡＮ規格）に準拠したア
クセスネットワークを統合的に収容するネットワークである。
【００２１】
　コアネットワーク８は、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ：enhanced MBMS Ga
teway）１１、マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ：Multi-cell/Multicast Co
ordination Entity）１２および端末移動管理装置（ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ：Mobility Manage
ment Entity/Serving Gateway）１３を収容している。ブロードキャスト・マルチキャス
トサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ：enhanced Broadcast Multicast Service Centre）１０
は、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介してコアネットワーク８と接続
されている。
【００２２】
　一方、ＩＰネットワーク（インターネット）９は、コアネットワーク８の端末移動管理
装置１３と接続されている。このＩＰネットワーク９にブロードバンド回線（BB line）
を介してフェムト基地局３１が接続されている。フェムト基地局３１は、ＩＰネットワー
ク９とブロードバンド回線とを通じてコアネットワーク８からデータを受信することがで
きる。
【００２３】
　図２は、マクロ基地局２１，２２，２３、フェムト基地局３１および無線端末４０を概
略的に示す図である。フェムト基地局３１のフェムトセル３１Ｃの全部または一部の領域
が、マクロ基地局２１，２２，２３のうちのいずれかのマクロセルと重複している。携帯
端末などの無線端末（ＵＥ：User Equipment）４０は、基地局２１，２２，２３，３１の
うちのいずれかの基地局に帰属し、当該基地局と通信を行う機能を有する。図３に示され
るように、無線端末４０は、送信器４１Ａ、受信器４１Ｂ、通信制御部４２および信号処
理部４３を有している。なお、通信制御部４２と信号処理部４３の位置は、互いに入れ替
わってもよいし、信号処理部４３は、直接、送信器４１Ａおよび受信器４１Ｂに接続され
ていてもよい。
【００２４】
　図４は、フェムト基地局（フェムトセル基地局）３１の概略構成を示す機能ブロック図
である。図４に示されるように、フェムト基地局３１は、送信器５１Ａ、受信器５１Ｂ、
通信制御部５２、信号処理部５３およびインターフェース部５４を有している。インター
フェース部５４はブロードバンド回線やイーサネット（登録商標）回線を介してＩＰネッ
トワーク９に接続されており、さらにＩＰネットワーク９を介してコアネットワーク８（
図１）に接続される。
【００２５】
　マクロ基地局２１，２２，２３は、それぞれ、コンテンツデータをブロードキャスト配
信またはマルチキャスト配信する機能を有している。また、マクロ基地局２１，２２，２
３は、同一コンテンツのデータを同一周波数帯域で同時に送信するというＭＢＳＦＮ（MB
MS Single Frequency Network）技術を利用してコンテンツ配信を行う機能も有する。無
線端末４０は、これら複数のマクロ基地局２１，２２，２３からそれぞれ送信されたブロ
ードキャスト信号またはマルチキャスト信号が合成された信号を受信することができるの
で、ユニキャスト信号を受信する場合よりも高い受信品質を実現することができる。
【００２６】
　たとえば、無線端末４０が、マルチキャスト型のＭＢＭＳ配信を行うマクロ基地局２１
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のマクロセル２１Ｃから、ＭＢＭＳ配信を行わないフェムト基地局３１のフェムトセル３
１Ｃ内に移動したとき、無線端末４０は、フェムト基地局３１に帰属しているので、コン
テンツデータを受信することができない。かかる場合、後述するように、無線端末４０の
通信制御部４２は、ギャップパターンを用いて通信制御を行う。無線端末４０は、このギ
ャップパターンに従ってコンテンツデータを受信することができる（第１～第４の実施形
態）。このギャップパターンは、無線端末４０が帰属する基地局からの下り信号を受信す
る無効期間と、当該無効期間を除く有効期間とが時間的に交互に設定された周期的なパタ
ーンから構成される。受信器４１Ｂは、この通信制御にしたがって、ギャップパターンの
有効期間内に、マクロ基地局２１からコンテンツデータを受信する機能を有する。
【００２７】
　無線端末４０は、ギャップパターンを利用することにより、マクロ基地局２１～２３か
らＭＢＭＳに関する情報の送信に使用されるチャネル（以下、「ＭＢＭＳ関連チャネル」
と呼ぶ。）を用いて送信されたＭＢＭＳ制御情報やＭＢＭＳデータを、たとえフェムト基
地局３１に帰属していても継続的に受信することができる。
【００２８】
　なお、無線端末４０の帰属先の基地局はフェムト基地局３１であり、無線端末４０の非
帰属先の基地局はマクロ基地局２１～２３であるとし、無線端末４０は、フェムト基地局
３１に帰属したときに、後述する各種実施形態の動作を開始すればよい。
【００２９】
　後述するように、無線端末４０に代えて、２個の受信器を内蔵する無線端末を使用する
ことができる（第５および第６の実施形態）。この場合、この無線端末の通信制御部は、
第１の受信器に帰属先の無線基地局からページングメッセージなどの下り信号を受信させ
るとともに、第２の受信器に非帰属先の無線基地局からコンテンツデータを受信させるこ
とができる。
【００３０】
　無線端末４０がフェムト基地局３１を識別する方法としては、フェムト基地局３１から
ＢＣＣＨを用いて送信された報知情報に含まれる情報（たとえば、セルタイプ（Cell typ
e））に基づいた識別方法や、フェムト基地局３１の物理レイヤセルＩＤ（Physical Cell
 Identifier）に基づいた識別方法がある。後者の識別方法は、マクロ基地局２１～２３
で使用される物理レイヤセルＩＤと、フェムト基地局３１で使用される物理レイヤセルＩ
Ｄとが区別可能であるという事実を利用するものである。
【００３１】
　なお、マルチキャスト配信の場合、ＭＢＭＳ関連チャネルとしては、たとえば、報知チ
ャネル（ＢＣＣＨ）、マルチキャストコントロールチャネル（ＭＣＣＨ：Multicast Cont
rol Channel）、マルチキャストスケジューリングチャネル（ＭＳＣＨ：Multicast Sched
uling Channel）あるいはマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：Multicast T
raffic Channel）が挙げられる。無線端末４０は、必要に応じて、これらＭＢＭＳ関連チ
ャネルの信号を選択的に受信することが可能である。なお、本明細書において「ＭＢＭＳ
関連チャネルで信号を受信する」とは、ＭＢＭＳ関連チャネルを用いて送信された信号に
復号処理を施して復号データを生成するだけでなく、その復号データの内容を監視（モニ
タ）することも含む。
【００３２】
　なお、ＭＢＭＳ関連チャネルは、上記の各種チャネルに限定されるものではない。たと
えば、ＭＩＣＨ（MBMS notification Indicator Channel）と称するチャネルもＭＢＭＳ
関連チャネルに含まれる。また、マルチキャストコントロールチャネル（ＭＣＣＨ）、マ
ルチキャストスケジューリングチャネル（ＭＳＣＨ）およびマルチキャストトラフィック
チャネル（ＭＴＣＨ）の意味は、それぞれ、ＭＢＭＳコントロールチャネル（ＭＣＣＨ：
MBMS Control Channel）、ＭＢＭＳスケジューリングチャネル（MBMS Scheduling Channe
l）およびＭＢＭＳトラフィックチャネル（MBMS Traffic Channel）の意味と同じである
。
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【００３３】
　以下、上記構成を有する無線通信システム１の種々の実施形態について詳細に説明する
。
【００３４】
　（第１の実施形態）
　図５は、第１の実施形態の無線通信システム１の通信シークエンスを概略的に示す図で
ある。無線通信システム１の初期状態では、無線端末（ＵＥ：User Equipment）４０は、
アイドル状態のままマクロ基地局２１，２２，２３のうちのいずれか１つに帰属し、その
帰属先を含む複数のマクロ基地局からＭＢＳＦＮによるＭＢＭＳデータを受信しているも
のとする。
【００３５】
　図５に示されるように、ある時刻において、ブロードキャスト・マルチキャストサービ
スセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介し
て、マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２にＭＢＭＳサービス情報を通知
する。マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２は、ブロードキャスト・マル
チキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０から受信したＭＢＭＳサービス情報（MBMS
 service information）に基づいてＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を決定
し、この制御情報をブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１
０とマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３とに通知する。マクロ基地局（macro eNBs）
２１～２３は、マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２から受信したＭＢＳ
ＦＮ制御情報を、ＢＣＣＨとＭＣＣＨを使用して無線端末（ＵＥ）４０に送信する。
【００３６】
　他方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ
）１１を介してマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に送信する。マクロ基地局（macr
o eNBs）２１～２３は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ
）１０から受信したＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＳＣＨおよびＭ
ＴＣＨを使用して無線端末（ＵＥ）４０に送信する。この結果、無線端末（ＵＥ）４０は
、ＭＢＳＦＮにより複数のマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からＭＢＭＳデータパ
ケットを受信する。
【００３７】
　無線端末（ＵＥ）４０の通信制御部４２は、当該無線端末４０自身が移動したり周辺の
伝搬環境が変化したりして、自己の帰属先であるマクロ基地局２１からの下り信号の受信
品質よりも、自己の帰属先ではないフェムト基地局３１からの下り信号の受信品質の方が
高いことを検出した場合、セル再選択（Cell reselection）を実行する。これにより、無
線端末（ＵＥ）４０は、自己の帰属先をマクロ基地局２１からフェムト基地局３１へ変更
する。ここで、受信品質の測定のための下り信号として、既知のパイロット信号（リフェ
レンス信号）を使用すればよい。
【００３８】
　本実施形態では、フェムト基地局３１はＭＢＭＳをサポートしていない。それ故、図５
に示されるように、無線端末（ＵＥ）４０は、新たな帰属先であるフェムト基地局（femt
o eNB）３１から、ＢＣＣＨで報知情報を受信し、この報知情報に基づいて、フェムト基
地局３１からＭＢＭＳデータが配信されていないことを認識する。ここで、無線端末（Ｕ
Ｅ）４０は、フェムト基地局（femto eNB）３１から受信した報知情報がＭＢＭＳの制御
情報（コンテンツデータの制御情報）を含むときにこの制御情報に基づいて、フェムト基
地局（femto eNB）３１がＭＢＭＳデータを配信する基地局であることを認識する。ある
いは、無線端末（ＵＥ）４０は、報知情報がフェムト基地局（femto eNB）３１からＭＢ
ＭＳデータ（コンテンツデータ）が配信されるか否かを示す情報を含むときにこの情報に
基づいて、フェムト基地局（femto eNB）３１がＭＢＭＳデータを配信する基地局である
ことを認識することが可能である。
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【００３９】
　次いで、無線端末（ＵＥ）４０は、周期的なギャップパターン（Gap pattern）ＧＰの
設定（Gap configuration）を行う。ギャップパターンＧＰは、フェムト基地局３１から
無線端末４０へＰＣＣＨを用いてページングメッセージが送信される可能性がある期間（
ページング機会）を避けるような有効期間を有する。言い換えれば、ギャップパターンＧ
Ｐの有効期間は、ページングメッセージの受信機会（タイミング）を避けるように設定さ
れている。また、ギャップパターンＧＰの有効期間は、ＭＢＭＳデータパケットを受信す
るための期間であるので、ギャップパターンＧＰをＭＢＭＳ受信ギャップ（MBMS Recepti
on Gap）と呼ぶことができる。
【００４０】
　図６は、ギャップパターンＧＰを説明するための図である。図６に示されるように、ギ
ャップパターンＧＰは、無線端末４０が帰属するフェムト基地局（femto eNB）３１から
、周期Ｔｐａｇｉｎｇで周期的に到来するページングメッセージを受信すべき期間を含む
無効期間（Inactive Gap）Ｔｉｎａｃｔｉｖｅと、フェムト基地局（femto eNB）３１か
らのページングメッセージを受信しなくてもよい有効期間（Active Gap）Ｔａｃｔｉｖｅ
とで構成される。図６に示されるように、フェムト基地局（femto eNB）３１は、有効期
間Ｔａｃｔｉｖｅの間、周期ＴＭＢＭＳで周期的に到来するＭＢＭＳデータパケット（MB
MS data packet）と、必要に応じて周期ＴＲＥＰＥＴＩＴＩＯＮで周期的に到来する変更
メッセージ（modification message）とを受信し、ギャップパターンＧＰの無効期間Ｔｉ
ｎａｃｔｉｖｅの間は、ＭＢＭＳデータパケットと変更メッセージとを受信しない。
【００４１】
　ここで、図６中、ＴＭＯＤＩＦＩＣＡＴＩＯＮは、変更周期（modification period）
を意味する。変更メッセージは、ＭＣＣＨを用いてマクロ基地局２１から送信されたＭＢ
ＭＳの制御情報である。変更メッセージは、ＭＣＣＨの変更を通知するためのメッセージ
であり、変更周期は、ＭＣＣＨの変更の発生が起こり得る周期である。
【００４２】
　図５を参照すると、無線端末（ＵＥ）４０は、有効期間Ｔａｃｔｉｖｅの間は、セル再
選択を実行する前にマクロ基地局２１からのＭＢＳＦＮ制御情報およびＭＢＭＳデータパ
ケットを受信していたときと同じ方法で、引き続き、ＭＢＳＦＮによるデータを受信する
。すなわち、無線端末（ＵＥ）４０は、ＢＣＣＨとＭＣＣＨからＭＢＳＦＮ制御情報を、
ＭＳＣＨとＭＴＣＨとからＭＢＭＳデータパケットを、それぞれ受信する。これにより、
アイドル状態の無線端末（ＵＥ）４０は、ＭＢＭＳをサポートしているマクロ基地局２１
から、ＭＢＭＳをサポートしていないフェムト基地局３１へ帰属先を変更した後も、継続
してＭＢＳＦＮによるサービスを受けることができる。
【００４３】
　ただし、図６に示したように、無線端末４０は、有効期間Ｔａｃｔｉｖｅの間に、必ず
しもすべてのＭＢＭＳデータパケットを受信できるとは限らない。その理由は、無線端末
４０が、帰属先のフェムト基地局３１からのデータ（ページングメッセージを含む。）を
優先的に受信する必要があるためである。すなわち、無線端末４０は、アイドル状態にあ
るとき（着信待ち受け中）には、帰属先であるフェムト基地局３１から着信の有無を知ら
せる呼び出し信号（ページングメッセージ）の受信を行う必要がある。
【００４４】
　図７（Ａ）に示されるように、セル再選択が実行される前は、アイドル状態の無線端末
４０は、マクロ基地局（macro eNB）２１から、ＢＣＣＨ、ＰＣＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＳＣ
ＨおよびＭＴＣＨを用いて送信された信号を受信する。ここで、無線端末４０は、基本的
に、フェムト基地局（femto eNB）３１からＢＣＣＨおよびＰＣＣＨを用いて送信された
信号を受信することはない。
【００４５】
　一方、図７（Ｂ）に示されるように、セル再選択が実行されたとき、無線端末４０は、
有効期間Ｔａｃｔｉｖｅの間は、マクロ基地局（macro eNB）２１から、ＢＣＣＨ、ＭＣ



(11) JP 5239850 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

ＣＨ、ＭＳＣＨおよびＭＴＣＨで送信された信号を受信する。一方、無効期間Ｔｉｎａｃ
ｔｉｖｅの間は、無線端末４０は、フェムト基地局（femto eNB）３１から、ＢＣＣＨお
よびＰＣＣＨを用いて送信された信号を受信する。
【００４６】
　ここで、図７（Ａ），（Ｂ）に示した無線端末４０の受信状態の代わりに図８（Ａ），
（Ｂ）に示す受信状態を採用してもよい。すなわち、セル再選択が実行される前、図８（
Ａ）の受信状態は図７（Ａ）の受信状態と同じである。一方、セル再選択が実行されたと
きは、図８（Ｂ）に示されるように、有効期間Ｔａｃｔｉｖｅの間、無線端末４０の通信
制御部４２は、ＭＢＳＦＮ制御情報を保持したまま、ＭＳＣＨおよびＭＴＣＨで送信され
た信号のみを受信する。この場合、ＭＢＳＦＮ制御情報が変更されたときに、無線端末４
０は、ＭＢＭＳによるサービスを継続して受けることができなくなるが、ＭＢＳＦＮ制御
情報が変更され、ＭＢＭＳによるサービスを継続的に受けることができなくなった場合で
あっても、無線端末４０は、再び、ＭＢＳＦＮ制御情報を受信するために、ＢＣＣＨとＭ
ＣＣＨで送信された信号を受信すればよい。
【００４７】
　なお、上述のチャネルの名称は、「３ＧＰＰ　ＬＴＥ」におけるロジカルチャネルの定
義に基づいて例示したものであり、各チャネルを用いて送信される情報は、以下の通りで
ある。
【００４８】
　ＢＣＣＨを用いて送信される情報としては、たとえば、ＭＢＳＦＮのための無線リソー
スの情報（ＭＳＡＰ：MCH Subframe Allocation Pattern）として、ＭＢＳＦＮ用に予約
された下りリンクのサブフレーム（Subframe）の情報（mbsfn-SubframeConfiguration）
、このＭＢＳＦＮサブフレームを含むべき無線フレーム（Radio frame）の情報（radioFr
ameAllocation）、および、１無線フレーム内に含まれるＭＢＳＦＮサブフレームの情報
（subframeAllocation）が挙げられる。
【００４９】
　図９は、ダウンリンクの無線フレーム構造の一例を示す概略図である。各無線フレーム
の長さは１０ミリ秒（ｍｓ）であり、各無線フレームは１０個のサブフレームを有してい
る。図９のサブフレームＳＦｍは、ＭＢＳＦＮ用のサブフレームであり、割り当てについ
てはＭＳＡＰ情報を用いて通知される。また、サブフレームＳＦｎａは、通常の下り信号
送信用サブフレームであり、サブフレームＳＦｎｂは、通常の下り信号送信用のサブフレ
ームであるが、ＭＢＳＦＮ用サブフレームとしては使用できないサブフレームである。Ｍ
ＳＡＰ情報は、マイクロレベル（Micro level）とマクロレベル（Macro level）とでＭＢ
ＳＦＮ用サブフレームを表す情報である。ここで、マイクロレベルは、サブフレーム（su
b-frame）単位を表し、マクロレベルは、フレーム（frame = 10 sub-frames）単位を表し
ている。
【００５０】
　ＭＣＣＨを用いて送信される情報としては、たとえば、ＭＢＳＦＮによるサービスのイ
ンデックスやコンテンツデータに関する情報が挙げられる。ＭＳＣＨを用いて送信される
情報は、たとえば、ＭＳＡＰで示された無線リソースの中で各コンテンツデータがどこで
送信されているかを示す情報である。そして、ＭＴＣＨを用いて送信される情報は、音声
データや映像データなどの実際のコンテンツデータである。なお、これらのチャネルに類
似する別のチャネルを利用してもよい。
【００５１】
　次に、図１０を参照しつつ、セル再選択後の無線端末４０の動作を以下に説明する。図
１０は、セル再選択後の無線端末４０の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【００５２】
　図１０に示されるように、先ず、無線端末４０の通信制御部４２は、セル再選択前にマ
クロ基地局２１からＭＢＭＳ制御情報（MBMS Configuration）を受信し、このＭＢＭＳ制
御情報による設定を保持する（ステップＳ１０）。
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【００５３】
　なお、ＭＢＭＳ制御情報は、ＭＢＳＦＮ制御情報であってもよいが、必ずしも、ＭＢＳ
ＦＮ制御情報である必要はない。この意味で、図１０のフローチャートは、ＭＢＳＦＮに
限定されることなく、一般のＭＢＭＳに対応したものであってよい。また、ＭＢＭＳ制御
情報による設定を維持せずに、セル再選択後に、再びＭＢＭＳ制御情報を受信してもよい
。
【００５４】
　次いで、受信器４１Ｂは、セル再選択後にマクロ基地局２１からＢＣＣＨで送信された
報知情報を受信し、この報知情報を復号する（ステップＳ１１）。
【００５５】
　その後、通信制御部４２は、報知情報を送信したフェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポ
ートしているか否かを判定する（ステップＳ１２）。当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳ
をサポートしている場合（ステップＳ１２のＹＥＳ）には、通常のＭＢＭＳによるサービ
スを受けるように、帰属先のフェムト基地局３１からＭＢＭＳデータを受信する（ステッ
プＳ１３Ａ）。
【００５６】
　一方、当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートしていない場合（ステップＳ１２
のＮＯ）には、通信制御部４２は、帰属するフェムト基地局３１からのページングメッセ
ージ（ＰＣＣＨデータ）を受信するためのページングタイミングを計算し（ステップＳ１
３Ｂ）、この計算結果に基づいてギャップパターンＧＰを設定する（ステップＳ１４）。
【００５７】
　その後、カウンタを起動してこのカウンタのカウント値ｎを初期化する（ステップＳ１
５）。このカウンタは、無線端末４０がサービス圏外（Out-of-service）にあると判断す
るためのものである。
【００５８】
　次に、通信制御部４２は、ギャップが有効（active）か否（inactive）か、すなわち、
現在時間がギャップパターンＧＰの有効期間Ｔａｃｔｉｖｅか無効期間Ｔｉｎａｃｔｉｖ
ｅかを判定する（ステップＳ１６）。ギャップが無効であるとき（ステップＳ１６のＮＯ
）、通信制御部４２は、適切なタイミングでページングメッセージを受信する（ステップ
Ｓ１７）。
【００５９】
　一方、ギャップが有効であるとき（ステップＳ１６のＹＥＳ）、通信制御部４２は、当
該無線端末４０がセル再選択前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地局
からのＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ１８）。この結果、無線端末４０は、セル
再選択前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地局からＭＢＭＳデータパ
ケットを受信することができる。
【００６０】
　次いで、通信制御部４２は、このＭＢＭＳデータの復号に成功した場合（ステップＳ１
９のＹＥＳ）、ＭＢＭＳデータを正常に受信したと判断してステップＳ１６に処理を戻す
。
【００６１】
　一方、ＭＢＭＳデータの復号に失敗した場合（ステップＳ１９のＮＯ）、カウンタはカ
ウント値ｎをインクリメントし（ステップＳ２０）、通信制御部４２は、このカウント値
ｎが設定値Ｎ未満であるか否かを判定する（ステップＳ２１）。カウント値ｎが設定値Ｎ
に到達していない場合（ステップＳ２１のＹＥＳ）、通信制御部４２は、ステップＳ１６
に処理を戻して通信制御を継続する。一方、カウント値ｎが設定値Ｎに到達した場合（ス
テップＳ２１のＮＯ）は、通信制御部４２は、ＭＢＭＳ設定（MBMS configuration）をク
リアし（ステップＳ２２）、無線端末４０がサービス圏外にあるとして通信制御を終了す
る。
【００６２】
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　なお、図１０のフローチャートのステップＳ２０でカウンタはカウント値ｎをインクリ
メントしていたが、この代わりに、カウント値ｎをデクリメントしてもよい。カウント値
ｎをデクリメントする場合、ステップＳ２１の代わりに、カウント値ｎが設定値Ｎを超え
ているか否かを判定するステップが採用される。また、ステップＳ２１の代わりに、所定
回数連続して復号に失敗したか否かを判定するステップを採用してもよい。さらに、カウ
ンタ以外の方法で無線端末４０がサービス圏外か否かを判定する方法を採用してもよいこ
とはいうまでもない。たとえば、無線端末４０が帰属先の基地局からページングメッセー
ジを受信し、呼制御処理を行う必要がある場合、あるいは、セル再選択を行う必要がある
場合にサービス圏外との判断がなされてもよい。
【００６３】
　上記の通り、第１の実施形態に係る無線通信システム１では、無線端末４０が、ブロー
ドキャスト配信またはマルチキャスト配信を行うマクロ基地局２１のマクロセル２１Ｃか
ら、ブロードキャスト配信またはマルチキャスト配信を行わない（あるいは、無線端末４
０にブロードキャスト配信またはマルチキャスト配信を行うことが難しい）フェムト基地
局３１のフェムトセル３１Ｃ内に移動し、無線端末４０がこのフェムト基地局３１に帰属
した場合であっても、無線端末４０は、移動前に帰属していたマクロ基地局２１や他のマ
クロ基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツデータを受信す
ることが可能である。
【００６４】
　なお、本実施形態では、ギャップパターンＧＰの有効期間は、ページングメッセージの
受信機会（タイミング）を避けるように設定されているが、ページングメッセージに限ら
ず、報知情報や下り個別信号の受信機会を避けるようにギャップパターンＧＰの有効期間
を設定してもよい。
【００６５】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明に係る第２の実施形態について説明する。図１１は、第２の実施形態の無
線通信システム１の通信シークエンスを概略的に示す図である。本実施形態の無線通信シ
ステム１の初期状態では、無線端末（ＵＥ）４０は、アクティブ状態でマクロ基地局２１
，２２，２３の１つに帰属しており、この帰属先であるマクロ基地局２１と通信して、マ
クロ基地局２１から個別トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）で送信されるユニキャストデ
ータを受信する。無線端末（ＵＥ）４０は、当該マクロ基地局２１とは別のマクロ基地局
２２，２３からも、ＭＢＳＦＮによるサービスを受けているものとする。後述するように
、本実施形態では、ギャップパターンＧＰは、無線端末４０が設定するものではなく、フ
ェムト基地局３１が設定するものである。
【００６６】
　図１１に示されるように、ある時刻において、図１の端末移動管理装置（ＭＭＥ）１３
は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に対して、無線端末４０に送信されるべき下
りデータパケット（DL unicast data packet：Down-Load unicast data packet）を送信
する。マクロ基地局２１～２３は、端末移動管理装置（ＭＭＥ）１３から受信した下りデ
ータパケットを、個別トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）を使用して無線端末（ＵＥ）４
０に送信する。この送信に対して無線端末（ＵＥ）４０は肯定応答（ＡＣＫ）を返信する
。ここで、無線端末（ＵＥ）４０は、ＡＣＫの代わりに否定応答（ＮＡＣＫ）を返信して
もよい。
【００６７】
　一方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介して、マルチセル／マルチキャスト制御
装置（ＭＣＥ）１２にＭＢＭＳサービス情報を通知する。マルチセル／マルチキャスト制
御装置（ＭＣＥ）１２は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳ
Ｃ）１０から受信したＭＢＭＳサービス情報（MBMS service information）に基づいてＭ
ＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を決定し、この制御情報をブロードキャスト



(14) JP 5239850 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０とマクロ基地局（macro eNBs）２１
～２３とに通知する。マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３は、マルチセル／マルチキ
ャスト制御装置（ＭＣＥ）１２から受信したＭＢＳＦＮ制御情報を、ＢＣＣＨとＭＣＣＨ
を使用して無線端末（ＵＥ）４０に送信する。
【００６８】
　他方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ
）１１を介してマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に送信する。マクロ基地局（macr
o eNBs）２１～２３は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ
）１０から受信したＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＳＣＨおよびＭ
ＴＣＨを使用して無線端末（ＵＥ）４０に送信する。この結果、無線端末（ＵＥ）４０は
、ＭＢＳＦＮにより複数のマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からＭＢＭＳデータパ
ケットを受信する。
【００６９】
　無線端末（ＵＥ）４０は、当該無線端末４０自身が移動したり周辺の伝搬環境が変化し
たりして、現在の帰属先であるマクロ基地局２１からの信号の受信品質よりも、自己の帰
属先ではないフェムト基地局３１からの信号の受信品質が高いことを検出した場合、ハン
ドオーバ（Handover）により帰属先をマクロ基地局２１からフェムト基地局３１へ変更す
る。
【００７０】
　本実施形態では、フェムト基地局３１はＭＢＭＳをサポートしていない。それ故、図１
１に示されるように、無線端末４０は、新たな帰属先であるフェムト基地局（femto eNB
）３１からＢＣＣＨで送信された報知情報を受信し、この報知情報に基づいて、フェムト
基地局３１からＭＢＭＳデータが配信されていないことを認識する。
【００７１】
　次いで、無線端末４０は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３から受けていたＭＢ
ＳＦＮによるサービスの制御情報の報告（MBSFN configuration report）とギャップパタ
ーンの要求（Gap request）とをフェムト基地局（femto eNB）３１に対して行う。フェム
ト基地局３１は、当該無線端末４０に対するＤＬユニキャストデータ（DL Unicast data
）の送信頻度や送信周期などの情報と、無線端末４０が受信を所望するＭＢＳＦＮによる
サービスのデータ送信タイミングおよび周期などのスケジューリング情報とに基づいて、
ギャップパターンＧＰを設定する。そして、フェムト基地局（femto eNB）３１は、この
ギャップパターンＧＰの情報（MBMS reception gap configuration）を無線端末４０へ通
知する。
【００７２】
　無線端末（ＵＥ）４０は、当該ギャップパターンＧＰが有効（Active）か無効（Inacti
ve）かに応じて、フェムト基地局３１からユニキャストの信号を受信するか、あるいは、
マクロ基地局２１からＭＢＳＦＮの信号を受信するかを決定する。ギャップパターンＧＰ
が無効のときには、図１１に示されるように、無線端末（ＵＥ）４０は、フェムト基地局
（femto eNB）３１からＤＴＣＨで送信されるＤＬユニキャストデータ（DL Unicast data
）を受信する。一方、ギャップパターンＧＰが有効期間Ｔａｃｔｉｖｅのとき、無線端末
（ＵＥ）４０は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からＢＣＣＨおよびＭＣＣＨで
送信されるＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を受信し、また、ＭＳＣＨおよ
びＭＴＣＨで送信されるＭＢＳＦＮによるＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）
を受信する。これにより、アクティブ状態の無線端末４０は、ＭＢＭＳをサポートしてい
るマクロ基地局２１から、ＭＢＭＳをサポートしていないフェムト基地局３１へハンドオ
ーバした後も、継続してＭＢＳＦＮによるサービスを受けることができる。
【００７３】
　図１２（Ａ）に示されるように、ハンドオーバが実行される前は、アクティブ状態の無
線端末４０は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３から、ＢＣＣＨ、ＤＣＣＨおよび
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ＤＴＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＳＣＨおよびＭＴＣＨで送信される、報知情報、ユニキャストデ
ータおよびＭＢＭＳデータを受信する。ここで、無線端末４０は、フェムト基地局（femt
o eNB）３１から、基本的にはＢＣＣＨ、ＤＣＣＨおよびＤＴＣＨで送信される信号を受
信することがない。
【００７４】
　一方、図１２（Ｂ）に示されるように、ハンドオーバが実行されたとき、無線端末４０
は、ギャップパターンＧＰが有効期間Ｔａｃｔｉｖｅの間は、マクロ基地局（macro eNBs
）２１～２３から、ＢＣＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＳＣＨおよびＭＴＣＨで送信される信号を受
信する。一方、ギャップパターンＧＰが無効期間Ｔｉｎａｃｔｉｖｅの間は、無線端末４
０は、フェムト基地局（femto eNB）３１から、ＢＣＣＨ、ＤＣＣＨおよびＤＴＣＨで送
信される信号を受信する。
【００７５】
　ここで、図１２（Ａ），（Ｂ）に示した無線端末４０の受信状態の代わりに図１３（Ａ
），（Ｂ）に示す受信状態を採用してもよい。すなわち、ハンドオーバが実行される前は
、図１３（Ａ）の受信状態は図１２（Ａ）の受信状態と同じである。一方、ハンドオーバ
が実行されたときは、図１３（Ｂ）に示されるように、有効期間Ｔａｃｔｉｖｅの間、無
線端末４０の通信制御部４２は、ＭＢＳＦＮ制御情報を保持したまま、ＭＳＣＨおよびＭ
ＴＣＨで送信された信号のみを受信する。この場合、ＭＢＳＦＮ制御情報が変更されたと
きに、無線端末４０は、ＭＢＭＳによるサービスを継続して受けることができなくなるが
、ＭＢＳＦＮ制御情報が変更され、ＭＢＭＳによるサービスを継続的に受けることができ
なくなった場合であっても、無線端末４０は、再び、ＭＢＳＦＮ制御情報を受信するため
に、ＢＣＣＨとＭＣＣＨで信号を受信すればよい。
【００７６】
　次に、図１４および図１５を参照しつつ、ハンドオーバ後の無線端末４０の動作とフェ
ムト基地局３１の動作を以下に説明する。図１４は、ハンドオーバ後の無線端末４０の動
作手順を概略的に示すフローチャートであり、図１５は、ハンドオーバ後のフェムト基地
局３１の動作手順を概略的に示すフローチャートである。なお、本実施形態では、フェム
ト基地局３１がギャップパターンＧＰを設定するとともに、そのギャップパターンＧＰが
利用可能かどうかを判定するためのギャップ割当タイマーが使用される。
【００７７】
　図１４に示されるように、先ず、無線端末４０の通信制御部４２は、ハンドオーバ前に
マクロ基地局２１からＭＢＭＳ制御情報（MBMS Configuration）を受信し、このＭＢＭＳ
制御情報による設定を保持する（ステップＳ１０）。次いで、受信器４１Ｂは、ハンドオ
ーバ後にマクロ基地局２１からＢＣＣＨで送信された報知情報を受信し、この報知情報を
復号する（ステップＳ１１）。
【００７８】
　その後、通信制御部４２は、報知情報を送信したフェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポ
ートしているか否かを判定する（ステップＳ１２）。当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳ
をサポートしている場合（ステップＳ１２のＹＥＳ）には、通常のＭＢＭＳによるサービ
スを受けるために、帰属先のフェムト基地局３１からＭＢＭＳデータを受信する（ステッ
プＳ１３Ａ）。
【００７９】
　一方、当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートしていない場合（ステップＳ１２
のＮＯ）には、通信制御部４２は、ＭＢＭＳ制御情報（MBMS configuration）による設定
状態をフェムト基地局３１に報告するとともに、当該フェムト基地局３１にギャップ要求
すなわちギャップパターンＧＰの要求を行う（ステップＳ３０）。その後、無線端末４０
は、フェムト基地局３１からギャップパターンＧＰの情報（MBMS reception gap configu
ration）とギャップ割当タイマーの値とを受信するとともに、ギャップ割当タイマーを準
備する（ステップＳ３１）。
【００８０】
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　次いで、通信制御部４２は、カウンタを起動してこのカウンタのカウント値ｎを初期化
する（ステップＳ１５）。このカウンタは、無線端末４０がサービス圏外（Out-of-servi
ce）にあるか否かを判断するためのものである。さらに、通信制御部４２は、ギャップ割
当タイマーを起動する（ステップＳ３２）。これにより、ギャップ割当タイマーは、カウ
ントを開始する。
【００８１】
　次に、通信制御部４２は、ギャップが有効（Active）か否（Inactive）か、すなわち、
現在時間がギャップパターンＧＰの有効期間Ｔａｃｔｉｖｅか無効期間Ｔｉｎａｃｔｉｖ
ｅかを判定する（ステップＳ１６）。ギャップが無効であるとき（ステップＳ１６のＮＯ
）、通信制御部４２は、帰属先のフェムト基地局３１からの下り信号（ＤＬ信号）を受信
する（ステップＳ３３）。
【００８２】
　一方、ギャップが有効であるとき（ステップＳ１６のＹＥＳ）、通信制御部４２は、当
該無線端末４０がハンドオーバ前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地
局からのＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ１８）。この結果、無線端末４０は、ハ
ンドオーバ前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地局からＭＢＭＳデー
タパケットを受信することができる。
【００８３】
　次いで、通信制御部４２は、このＭＢＭＳデータの復号に成功した場合（ステップＳ１
９のＹＥＳ）、ＭＢＭＳデータを正常に受信したと判断してステップＳ３４に処理を移行
させる。
【００８４】
　一方、ＭＢＭＳデータの復号に失敗した場合（ステップＳ１９のＮＯ）、カウンタはカ
ウント値ｎをインクリメントし（ステップＳ２０）、通信制御部４２は、このカウント値
ｎが設定値Ｎ未満であるか否かを判定する（ステップＳ２１）。カウント値ｎが設定値Ｎ
に到達していない場合（ステップＳ２１のＹＥＳ）、通信制御部４２は、ギャップ割当タ
イマーのカウント値がタイムアウト値に達したか否かを判定する（ステップＳ３４）。
【００８５】
　ギャップ割当タイマーのカウント値がタイムアウト値に達している場合（ステップＳ３
４のＮＯ）には、通信制御部４２は、ステップＳ３０に処理を戻す。一方、ギャップ割当
タイマーのカウント値がタイムアウト値に達していない場合（ステップＳ３４のＮＯ）に
は、通信制御部４２は、ステップＳ１６に処理を戻す。
【００８６】
　上記ステップＳ２１でカウント値ｎが設定値Ｎに到達していると判定された場合（ステ
ップＳ２１のＮＯ）には、通信制御部４２は、ギャップ割当タイマーのカウント値とＭＢ
ＭＳ設定（MBMS configuration）をクリアし（ステップＳ３５）、無線端末４０がサービ
ス圏外にあるとして通信制御を終了する。
【００８７】
　次に、図１５を参照しつつ、フェムト基地局３１の動作を以下に説明する。
【００８８】
　図１５に示されるように、先ず、フェムト基地局３１は、当該フェムト基地局３１に帰
属する無線端末４０に報知情報を送信する（ステップＳ４０）。次いで、フェムト基地局
３１は、無線端末４０から上述のギャップ要求を受けたか否かを判定する（ステップＳ４
１）。
【００８９】
　フェムト基地局３１が無線端末４０からギャップ要求を受けていないとき（ステップＳ
４１のＮＯ）、ＤＬユニキャストデータ（DL Unicast data）の有無を判定する（ステッ
プＳ４２）。ＤＬユニキャストデータが有ると判定した場合（ステップＳ４２のＹＥＳ）
、フェムト基地局３１は、スケジューリングを実行して、ＤＴＣＨを用いて無線端末４０
にＤＬユニキャストデータを送信する（ステップＳ４３）。すなわち、フェムト基地局３
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１は、通常のユニキャストデータの送信手順と同じ手順を実行する。一方、ＤＬユニキャ
ストデータが無いと判定した場合（ステップＳ４２のＮＯ）、フェムト基地局３１は、処
理を終了する。
【００９０】
　上記ステップＳ４１において、フェムト基地局３１が無線端末４０からギャップ要求を
受けたとき（ステップＳ４１のＹＥＳ）、この要求に応じて、フェムト基地局３１は、ギ
ャップパターンＧＰを設定し、このギャップパターンＧＰの情報を無線端末４０に通知す
る（ステップＳ４４）。その後、フェムト基地局３１は、内蔵するギャップ割当タイマー
を起動してそのカウント動作を開始させる（ステップＳ４５）。
【００９１】
　その後、フェムト基地局３１は、ギャップが有効（Active）か否（Inactive）か、すな
わち、現在時間がギャップパターンＧＰの有効期間Ｔａｃｔｉｖｅか無効期間Ｔｉｎａｃ
ｔｉｖｅかを判定する（ステップＳ４６）。ギャップが無効であるとき（ステップＳ４６
のＮＯ）、フェムト基地局３１は、ＤＬユニキャストデータの有無を判定する（ステップ
Ｓ４７）。ＤＬユニキャストデータが有るとき（ステップＳ４７のＹＥＳ）、フェムト基
地局３１は、スケジューリングを実行してＤＬユニキャストデータを無線端末４０に送信
する（ステップＳ４８）。
【００９２】
　ステップＳ４６でギャップが有効であるとき、あるいは、ステップＳ４７でＤＬユニキ
ャストデータが無いと判定されたとき（ステップＳ４７のＮＯ）は、フェムト基地局３１
は、ギャップ割当タイマーのカウント値がタイムアウト値に達したか否かを判定する（ス
テップＳ４９）。ギャップ割当タイマーのカウント値がタイムアウト値に達している場合
（ステップＳ４９のＹＥＳ）には、フェムト基地局３１は処理を終了させる。その後は、
フェムト基地局３１は、通常のＤＬユニキャストと同じ動作を行う。一方、ギャップ割当
タイマーのカウント値がタイムアウト値に達していない場合（ステップＳ４９のＮＯ）に
は、フェムト基地局３１は、ステップＳ４６に処理を戻す。
【００９３】
　なお、図１５のフローチャートでは、ギャップ割当タイマーが使用されているが、ギャ
ップ割当タイマーを使用しない形態もあり得る。同様に、上記カウンタを用いずに、ギャ
ップ割当タイマーだけを用いる形態もあってよい。
【００９４】
　（第３の実施形態）
　次に、本発明に係る第３の実施形態について説明する。図１６は、第３の実施形態の無
線通信システム１の通信シーケンスを概略的に示す図である。本実施形態の無線通信シス
テム１の初期状態では、無線端末（ＵＥ）４０は、アクティブ状態でマクロ基地局２１，
２２，２３の１つ（たとえば、マクロ基地局２１）に帰属している。その帰属先がマクロ
基地局２１であるとき、無線端末（ＵＥ）４０はマクロ基地局２１と通信する。また、無
線端末（ＵＥ）４０は、ユニキャストによるサービスに加え、帰属先のマクロ基地局とそ
の周辺のマクロ基地局からＭＢＳＦＮによるサービスを受けているものとする。
【００９５】
　第３の実施形態では、（１）フェムト基地局３１は、無線端末（ＵＥ）４０がハンドオ
ーバする前の時点で、マクロ基地局２１～２３からＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configur
ation）を受信しており、（２）無線端末（ＵＥ）４０は、ハンドオーバ前に受信してい
た、サービスに関する部分を示す情報をフェムト基地局３１に送信し、（３）フェムト基
地局３１は、無線端末（ＵＥ）４０から送信された当該情報と、マクロ基地局２１～２３
から受信されたＭＢＳＦＮ制御情報とを利用して、ギャップパターンＧＰを設定する。無
線端末（ＵＥ）４０がフェムト基地局３１に送信する情報としては、たとえば、「３ＧＰ
Ｐ　ＬＴＥ」で使用されるＭＳＡＰ（MCH Sub-frame Allocation Pattern）の情報のうち
、無線端末４０が実際に受信していたサービスに関係する部分を示す情報（たとえば、Ｍ
ＳＡＰのインデックス）やそれに相当するものなどが挙げられる。
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【００９６】
　図１６に示されるように、ある時刻において、図１の端末移動管理装置（ＭＭＥ）１３
は、マクロ基地局（macro eNBs）２１に対して、無線端末４０の下りデータ（DL unicast
 data packet）を送信する。マクロ基地局２１は、端末移動管理装置（ＭＭＥ）１３から
受信した下りデータを、個別トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）を使用して無線端末４０
へ無線端末（ＵＥ）４０に送信する。
【００９７】
　一方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介して、マルチセル／マルチキャスト制御
装置（ＭＣＥ）１２にＭＢＭＳサービス情報を通知する。マルチセル／マルチキャスト制
御装置（ＭＣＥ）１２は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳ
Ｃ）１０から受信したＭＢＭＳサービス情報（MBMS service information）に基づいてＭ
ＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を決定し、この制御情報をブロードキャスト
・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０とマクロ基地局（macro eNBs）２１
～２３とに通知する。マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３は、マルチセル／マルチキ
ャスト制御装置（ＭＣＥ）１２から受信したＭＢＳＦＮ制御情報を、ＢＣＣＨとＭＣＣＨ
を使用して無線端末（ＵＥ）４０に送信する。
【００９８】
　このとき、フェムト基地局３１は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３のＢＣＣＨ
でＭＢＳＦＮ制御情報の一部を、あるいは、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３のＢ
ＣＣＨとＭＣＣＨの双方でＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を受信する。
【００９９】
　他方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ
）１１を介してマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に送信する。マクロ基地局（macr
o eNBs）２１～２３は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ
）１０から受信したＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＳＣＨおよびＭ
ＴＣＨを使用して無線端末（ＵＥ）４０に送信する。この結果、無線端末（ＵＥ）４０は
、ＭＢＳＦＮにより複数のマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からＭＢＭＳデータパ
ケットを受信する。
【０１００】
　無線端末（ＵＥ）４０は、当該無線端末４０自身が移動したり周辺の伝搬環境が変化し
たりして、現在の帰属先であるマクロ基地局２１からの信号の受信品質よりも、自己の帰
属先ではないフェムト基地局３１からの信号の受信品質が高いことを検出した場合、ハン
ドオーバ（Handover）により帰属先をマクロ基地局２１からフェムト基地局３１へ変更す
る。
【０１０１】
　本実施形態では、フェムト基地局３１はＭＢＭＳをサポートしていない。それ故、無線
端末４０は、フェムト基地局３１からＢＣＣＨで送信された報知情報を受信し、この報知
情報に基づいて、フェムト基地局３１からＭＢＭＳデータが配信されていないことを認識
する。
【０１０２】
　次いで、無線端末４０は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３から受けていたＭＢ
ＳＦＮによるサービスの制御情報の報告（MSAP information report）とギャップパター
ンの要求（Gap request）とをフェムト基地局（femto eNB）３１に対して行う。フェムト
基地局３１は、当該無線端末４０に対するＤＬユニキャストデータ（DL Unicast data）
の送信頻度や送信周期などの情報と、無線端末４０が受信を所望するＭＢＳＦＮによるサ
ービスのデータ送信周期などのスケジューリング情報とに基づいて、ギャップパターンＧ
Ｐを設定する。そして、フェムト基地局（femto eNB）３１は、このギャップパターンＧ
Ｐの情報（MBMS reception gap configuration）を無線端末４０へ通知する。
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【０１０３】
　無線端末（ＵＥ）４０は、当該ギャップパターンＧＰが有効期間（Active）か無効期間
（Inactive）かに応じて、フェムト基地局３１からユニキャストの信号を受信するか、あ
るいは、マクロ基地局２１からＭＢＳＦＮの信号を受信するかを決定する。ギャップパタ
ーンＧＰが無効期間のときには、図１６に示されるように、無線端末（ＵＥ）４０は、フ
ェムト基地局（femto eNB）３１からＤＴＣＨでＤＬユニキャストデータ（DL Unicast da
ta）を受信する。一方、ギャップパターンＧＰが有効期間Ｔａｃｔｉｖｅのとき、無線端
末（ＵＥ）４０は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３から、ＭＢＳＦＮによるＭＢ
ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を受信する。また、無線端末（ＵＥ）４０は、
マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からＢＣＣＨおよびＭＣＣＨを使用してＭＢＳＦ
Ｎ制御情報（MBSFN Configuration）を受信している。これにより、アクティブ状態の無
線端末４０は、ＭＢＭＳをサポートしているマクロ基地局２１から、ＭＢＭＳをサポート
していないフェムト基地局３１へハンドオーバした後も、継続してＭＢＳＦＮによるサー
ビスを受けることができる。
【０１０４】
　上述の通り、フェムト基地局３１は、ハンドオーバ前に、マクロ基地局２１～２３から
ＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を受信しているので、無線端末４０から送
信されるＭＢＳＦＮ制御情報に関する報告の情報量を大幅に減らすことができる。
【０１０５】
　次に、図１７および図１８を参照しつつ、ハンドオーバ後の無線端末４０の動作とフェ
ムト基地局３１の動作を以下に説明する。図１７は、ハンドオーバ後の無線端末４０の動
作手順を概略的に示すフローチャートであり、図１８は、ハンドオーバ後のフェムト基地
局３１の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【０１０６】
　なお、本実施形態では、フェムト基地局３１がギャップパターンＧＰを設定するととも
に、その有効期間を表すためのギャップ割当タイマーが使用される。また、ハンドオーバ
後の無線端末４０の帰属先はフェムト基地局３１であることを想定しているが、フェムト
基地局３１でなくても、マクロ基地局２１～２３からの下り信号を受信する機能を備えて
いれば、マイクロ基地局やピコ基地局でもよい。
【０１０７】
　図１７に示されるように、先ず、無線端末４０の通信制御部４２は、ハンドオーバ前に
マクロ基地局２１からＭＢＭＳ制御情報（MBMS Configuration）を受信し、このＭＢＭＳ
制御情報による設定を保持する（ステップＳ１０）。次いで、受信器４１Ｂは、ハンドオ
ーバ後にマクロ基地局２１からＢＣＣＨで送信された報知情報を受信し、この報知情報を
復号する（ステップＳ１１）。その後、通信制御部４２は、報知情報を送信したフェムト
基地局３１がＭＢＭＳをサポートしているか否かを判定する（ステップＳ１２）。当該フ
ェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートしている場合（ステップＳ１２のＹＥＳ）には、
通常のＭＢＭＳによるサービスを受けるために、帰属先のフェムト基地局３１からＭＢＭ
Ｓデータを受信する（ステップＳ１３Ａ）。
【０１０８】
　一方、当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートしていない場合（ステップＳ１２
のＮＯ）には、通信制御部４２は、帰属先のフェムト基地局３１にＭＳＡＰ情報の報告と
ギャップパターンの要求とを行う（ステップＳ４０）。その後、帰属先のフェムト基地局
３１からギャップパターンＧＰの情報（MBMS reception gap configuration）とギャップ
割当タイマーの情報とを受信する（ステップＳ３１）。
【０１０９】
　その後、通信制御部４２は、カウンタを起動してこのカウンタのカウント値ｎの初期化
（ｎ＝０）を行い（ステップＳ３２）、ギャップ割当タイマーを起動してそのカウント動
作を開始させる（ステップＳ３２）。
【０１１０】
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　次に、通信制御部４２は、ギャップが有効（Active）か否（Inactive）か、すなわち、
現在時間がギャップパターンＧＰの有効期間Ｔａｃｔｉｖｅか無効期間Ｔｉｎａｃｔｉｖ
ｅかを判定する（ステップＳ１６）。ギャップが無効であるとき（ステップＳ１６のＮＯ
）、通信制御部４２は、必要に応じて、帰属先のフェムト基地局３１からの下り信号（Ｄ
Ｌ信号）を受信する（ステップＳ３３）。
【０１１１】
　一方、ギャップが有効であるとき（ステップＳ１６のＹＥＳ）、通信制御部４２は、当
該無線端末４０がハンドオーバ前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地
局からのＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ１８）。この結果、無線端末４０は、ハ
ンドオーバ前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地局からＭＢＭＳデー
タパケットを受信することができる。
【０１１２】
　次いで、通信制御部４２は、このＭＢＭＳデータの復号に成功した場合（ステップＳ１
９のＹＥＳ）、ＭＢＭＳデータを正常に受信したと判断してステップＳ３４に処理を移行
させる。
【０１１３】
　一方、ＭＢＭＳデータの復号に失敗した場合（ステップＳ１９のＮＯ）、カウンタはカ
ウント値ｎをインクリメントし（ステップＳ２０）、通信制御部４２は、このカウント値
ｎが設定値Ｎ未満であるか否かを判定する（ステップＳ２１）。カウント値ｎが設定値Ｎ
に到達していない場合（ステップＳ２１のＹＥＳ）、通信制御部４２は、ギャップ割当タ
イマーのカウント値がタイムアウト値に達したか否かを判定する（ステップＳ３４）。
【０１１４】
　ギャップ割当タイマーのカウント値がタイムアウト値に達している場合（ステップＳ３
４のＮＯ）には、通信制御部４２は、ステップＳ４０に処理を戻す。一方、ギャップ割当
タイマーのカウント値がタイムアウト値に達していない場合（ステップＳ３４のＮＯ）に
は、通信制御部４２は、ステップＳ１６に処理を戻す。
【０１１５】
　上記ステップＳ２１でカウント値ｎが設定値Ｎに到達していると判定された場合（ステ
ップＳ２１のＹＥＳ）には、通信制御部４２は、ギャップ割当タイマーのカウント値とＭ
ＢＭＳ設定（MBMS configuration）をクリアし（ステップＳ３５）、無線端末４０がサー
ビス圏外にあるとして通信制御を終了する。
【０１１６】
　次に、図１８を参照しつつ、無線端末４０のハンドオーバ先のフェムト基地局３１の動
作を以下に説明する。図１８に示されるように、このフェムト基地局３１は、無線端末４
０がハンドオーバするかしないかによらず、マクロ基地局２１～２３からブロードキャス
トされたＭＢＭＳ制御情報（MBMS configuration）を受信している（ステップＳ５０）。
ハンドオーバ処理（ステップＳ５１）の後、フェムト基地局３１は、通常通り報知情報を
送信し（ステップＳ５２）、無線端末４０から上述のギャップ要求を受けたか否かを判定
する（ステップＳ５３）。
【０１１７】
　フェムト基地局３１がマクロ基地局２１のＭＢＭＳ制御情報を受信する場合としては、
フェムト基地局３１が起動した直後に行う場合、アクティブ状態の無線端末がいないとき
に行う場合、あるいは、起動後にある一定周期で行う場合が挙げられる。なお、受信した
情報が受信後ある一定期間経過後に無効になるなどの保護処理があってもよい。また、一
定周期は、この保護処理が実行されるまでの期間よりも短くても、長くてもよい。
【０１１８】
　フェムト基地局３１が無線端末４０からギャップ要求を受けていないとき（ステップＳ
５３のＮＯ）、ＤＬユニキャストデータ（DL Unicast data）の有無を判定する（ステッ
プＳ４２）。ＤＬユニキャストデータが有ると判定した場合（ステップＳ４２のＹＥＳ）
、フェムト基地局３１は、スケジューリングを実行して、ＤＴＣＨを用いて無線端末４０
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にＤＬユニキャストデータを送信する（ステップＳ４３）。すなわち、フェムト基地局３
１は、通常のユニキャストデータの送信手順と同じ手順を実行する。一方、ＤＬユニキャ
ストデータが無いと判定した場合（ステップＳ４２のＮＯ）、フェムト基地局３１は、処
理を終了する。
【０１１９】
　上記ステップＳ４１において、フェムト基地局３１が無線端末４０からギャップ要求を
受けたとき（ステップＳ５３のＹＥＳ）、この要求に応じて、フェムト基地局３１は、ギ
ャップパターンＧＰを設定し、このギャップパターンＧＰの情報とギャップ割当タイマー
の情報とを無線端末４０に通知する（ステップＳ４４）。その後の手順は、上記第２の実
施形態の図１５のステップＳ４５～Ｓ４９の手順と同じであるので、詳細な説明を省略す
る。
【０１２０】
　本実施形態では、ＭＢＳＦＮを仮定して無線端末４０がＭＳＡＰ情報を報告していた（
ステップＳ４０）が、ＭＳＡＰ情報の代わりに、無線端末４０がハンドオーバ前に受けて
いたサービスの無線リソース情報を示す情報を報告してもよい。これにより、一般的なＭ
ＢＭＳによるサービスの信号を受信する場合にも、本実施形態の方法を適用することが可
能である。
【０１２１】
　なお、図１８のフローチャートでは、ギャップ割当タイマーが使用されているが、ギャ
ップ割当タイマーを使用しない形態もあり得る。同様に、上記カウンタを用いずに、ギャ
ップ割当タイマーだけを用いる形態もあってよい。
【０１２２】
　ＬＴＥの場合、ＢＣＣＨの基本情報（basic information）は、ＭＩＢ（MasterInforma
tionBlock）と呼ばれる最低限の必要不可欠な情報の集合と、ＳＩＢ（SystemInformation
Block）と呼ばれるその他の情報の集合とに分かれる。ＭＩＢとしては、下りシステム帯
域幅（dl-SystemBandwidth）、システムフレーム番号（systemFrameNumber）などが挙げ
られる。一方、ＳＩＢとしては、たとえば、セルアクセス制限情報（cellBarred）、シス
テム情報タグ（systemInformationValueTag）、共通セル再選択情報（cellReselectionIn
foCommon）、隣接セル情報（neighbourCellConfiguration）が挙げられる。ＢＣＣＨのＭ
ＢＭＳ情報（MBMS information）としては、たとえば、ＭＢＳＦＮサブフレーム設定情報
（mbsfn-SubframeConfiguration）、ＭＢＳＦＮフレーム割り当て情報（radioFrameAlloc
ation）およびＭＢＳＦＮサブフレーム割り当て情報（subframeAllocation）がある。
【０１２３】
　また、上記第３の実施形態では、フェムト基地局（femto eNB）３１がマクロ基地局２
１からＢＣＣＨとＭＣＣＨとで送信された信号を受信し、無線端末４０は、ギャップ要求
（MSAP information report and gap request）を送信する。ここで、フェムト基地局３
１が、マクロ基地局２１からＢＣＣＨとＭＣＣＨとで信号を受信していない、もしくは、
当該信号を受信して保持していたが情報が古い（ある一定期間経過）場合には、無線端末
４０に追加情報を要求してもよい。ギャップ要求（MSAP information report and gap re
quest）は、通常のハンドオーバの際に送信される他の情報と同じ無線リソース、あるい
は、ハンドオーバ完了後に新たに要求された無線リソースを使用して送信してもよい。
【０１２４】
　（第３の実施形態の変形例）
【０１２５】
　図１９は、本発明に係る第３の実施形態の変形例である通信シーケンスを示す図である
。図１９に示されるように、まず、フェムト基地局（femto eNB）３１は、マクロ基地局
（macro eNBs）２１～２３からＢＣＣＨとＭＣＣＨとで送信されるＭＢＭＳ（ＭＢＳＦＮ
）制御情報を受信する。次に、無線端末（ＵＥ）４０は、ハンドオーバ後、ギャップパタ
ーンＧＰの要求（Gap request）をフェムト基地局３１に送信する。
【０１２６】
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　この要求に応じて、フェムト基地局（femto eNB）３１は、ギャップパターンＧＰの設
定に必要な情報を無線端末（ＵＥ）４０に要求する（MSAP information request）。この
種の情報としては、たとえば、ＭＳＡＰの情報が挙げられるが、これに限定されるもので
はなく、ＭＢＳＦＮのスケジューリング情報やそれに関する情報でもよい。無線端末（Ｕ
Ｅ）４０は、要求された情報（たとえば、ＭＳＡＰの情報）をフェムト基地局（femto eN
B）３１に送信する（MSAP information report）。
【０１２７】
　そして、フェムト基地局（femto eNB）３１は、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２
３から受信したＭＢＭＳ（ＭＢＳＦＮ）制御情報と、無線端末（ＵＥ）４０から送信（レ
ポート）された情報（たとえば、ＭＳＡＰの情報）とに基づいて、ギャップパターンＧＰ
を設定し、その設定情報を無線端末（ＵＥ）４０に送信（通知）する。
【０１２８】
　なお、ギャップ要求（MSAP information report and gap request）は、通常のハンド
オーバの際に送信される他の情報と同じ無線リソース、あるいは、ハンドオーバ完了後に
新たに要求された無線リソースを使用して送信してもよい。
【０１２９】
　（第４の実施形態）
　次に、本発明に係る第４の実施形態について説明する。上述の第１～第３の実施形態で
は、無線端末４０がＭＢＭＳをサポートしている基地局（たとえばマクロ基地局２１）か
ら、ＭＢＭＳをサポートしていない基地局（たとえばフェムト基地局３１）へ帰属先を変
更する場合が想定されていた。以下に説明する第４の実施形態と第５の実施形態は、ハン
ドオーバやセル再選択が無くとも、無線端末４０がＭＢＭＳをサポートしていない基地局
に帰属中に、ＭＢＭＳをサポートしている周辺の基地局からＭＢＭＳによるサービスを受
信し得る構成を提供するものである。
【０１３０】
　図２０は、第４の実施形態の無線通信システム１の通信シークエンスを概略的に示す図
である。本実施形態の無線通信システム１の初期状態では、無線端末（ＵＥ）４０は、ア
イドル状態でフェムト基地局（femto eNB）３１に帰属しており、ＢＣＣＨ以外のチャネ
ルから、無線端末４０に個別の情報は受信していないものとする。
【０１３１】
　一方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介して、マルチセル／マルチキャスト制御
装置（ＭＣＥ）１２にＭＢＭＳサービス情報を通知する。マルチセル／マルチキャスト制
御装置（ＭＣＥ）１２は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳ
Ｃ）１０から受信したＭＢＭＳサービス情報（MBMS service information）に基づいてＭ
ＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を決定し、この制御情報をブロードキャスト
・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０とマクロ基地局（macro eNBs）２１
～２３とに通知する。図示しないが、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３は、マルチ
セル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２から受信したＭＢＳＦＮ制御情報を、ＢＣ
ＣＨとＭＣＣＨを使用して、自己の管理下にある無線端末（ＵＥ）４０に送信する。
【０１３２】
　他方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ
）１１を介してマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に送信する。図示しないが、マク
ロ基地局（macro eNBs）２１～２３は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセン
タ（ｅＢＭＳＣ）１０から受信したＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、Ｍ
ＳＣＨおよびＭＴＣＨを使用して、自己の管理下にある無線端末（ＵＥ）４０に送信する
。
【０１３３】
　ある時刻において、無線端末（ＵＥ）４０は、ＭＢＭＳによるサービスを受けようと試
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みるが、帰属するフェムト基地局３１からはＭＢＭＳデータを受信することができない（
"search MBMS service, but cannot monitor"）。無線端末（ＵＥ）４０は、報知情報に
基づいて帰属先の基地局がＭＢＭＳをサポートしていないことを検知した場合（"Trigger
 to monitor neighboring BCCH"）、他の隣接基地局のＢＣＣＨで送信された報知情報を
受信する。このようにして無線端末（ＵＥ）４０は、周辺のマクロ基地局２１～２３がＭ
ＢＭＳをサポートしているか否かを探索する。
【０１３４】
　無線端末（ＵＥ）４０は、所望のサービスがいずれかのマクロ基地局から配信されてい
ることを検出した場合、ギャップパターンＧＰを設定する。無線端末（ＵＥ）４０は、当
該ギャップパターンＧＰが有効期間（Active）の間、マクロ基地局（macro eNBs）２１～
２３から提供されるＭＢＭＳによるサービスのデータ（信号）を受信する。一方、無線端
末（ＵＥ）４０は、ギャップパターンＧＰが無効期間（Inactive）の間は、フェムト基地
局３１のＰＣＣＨで送信された信号を受信する。これにより、無線端末４０は、ＭＢＭＳ
をサポートしていないフェムト基地局３１に帰属中でも、ＭＢＭＳをサポートしているマ
クロ基地局からＭＢＳＦＮによるサービスを受信開始することができる。
【０１３５】
　なお、無線端末（ＵＥ）４０が目的のサービスを見つけた時点の代わりに、マクロ基地
局２１～２３のいずれかがＭＢＭＳをサポートしていることを検出した時点で、ギャップ
パターンＧＰが設定されてもよい。
【０１３６】
　次に、図２１を参照しつつ無線端末４０の動作を以下に説明する。図２１は、無線端末
４０の動作手順を概略的に示すフローチャートである。ここで、無線端末４０の帰属先は
フェムト基地局３１に限らず、マイクロ基地局またはピコ基地局であってもよい。また、
図２１のフローチャートは、無線端末４０の帰属先の基地局がＭＢＭＳをサポートしてい
る場合にも対応したものである。
【０１３７】
　図２１を参照すると、ある時刻で、無線端末４０の通信制御部４２は、帰属先の基地局
から受信した報知情報を復号して（ステップＳ５７）、その復号結果に基づいてＭＢＭＳ
がサポートされているか否かを判定する（ステップＳ５８）。帰属先の基地局がＭＢＭＳ
をサポートしている場合（ステップＳ５８のＹＥＳ）には、通常のＭＢＭＳによるサービ
スを受けるために、帰属先の基地局からＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ５９）。
【０１３８】
　帰属先の基地局がＭＢＭＳをサポートしていない場合（ステップＳ５８のＮＯ）には、
通信制御部４２は、ページング機会か否かを判定する（ステップＳ６０）。現在時間がペ
ージング機会に該当するときは（ステップＳ６０のＹＥＳ）、通信制御部４２は、帰属先
の基地局から送信されたページングメッセージを受信し続ける（ステップＳ６１）。
【０１３９】
　現在時間がページング機会に該当しないときは（ステップＳ６０のＮＯ）、通信制御部
４２は、非帰属先の周辺の基地局から受信した報知情報を復号して（ステップＳ６２）、
その復号結果に基づいてＭＢＭＳがサポートされているか否かを判定する（ステップＳ６
３）。ＭＢＭＳがサポートされていない場合（ステップＳ６３のＮＯ）、無線端末４０が
サービス圏外にあると判断して通信制御部４２は以上の処理を終了する。なお、ＭＢＭＳ
がサポートされているか否かの判定は、検出可能なすべての非帰属先の基地局に対して行
うことができる。
【０１４０】
　周辺の基地局のいずれかがＭＢＭＳをサポートしている場合（ステップＳ６３のＹＥＳ
）には、通信制御部４２は、帰属先の基地局からページングメッセージ（ＰＣＣＨデータ
）を受信するためのページングタイミングを計算し、この計算結果に基づいてギャップパ
ターンＧＰを設定する（ステップＳ６４）。
【０１４１】
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　次に、通信制御部４２は、ギャップが有効（active）か否（inactive）か、すなわち、
現在時間がギャップパターンＧＰの有効期間Ｔａｃｔｉｖｅか無効期間Ｔｉｎａｃｔｉｖ
ｅかを判定する（ステップＳ６５）。ギャップが無効であるとき（ステップＳ６５のＮＯ
）、通信制御部４２は、ページングメッセージを受信する（ステップＳ６６）。
【０１４２】
　一方、ギャップが有効であるとき（ステップＳ６５のＹＥＳ）、通信制御部４２は、周
辺基地局からのＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ６６）。この結果、無線端末４０
は、周辺基地局からＭＢＭＳデータパケットを受信することができる。
【０１４３】
　次いで、通信制御部４２は、このＭＢＭＳデータの復号に成功した場合（ステップＳ６
７のＹＥＳ）、ＭＢＭＳデータを正常に受信したと判断してステップＳ６５に処理を戻す
。他方、ＭＢＭＳデータの復号に失敗した場合（ステップＳ６７のＮＯ）、通信制御部４
２は、無線端末４０がサービス圏外にあると判断して以上の処理を終了する。ここで、カ
ウンタを使用して、合計Ｎ回または連続Ｎ回（Ｎは正整数）復号に失敗したときに、無線
端末４０がサービス圏外にあると判断してもよい。
【０１４４】
　（第５の実施形態）
　次に、本発明に係る第５の実施形態について説明する。本実施形態では、図３に示した
無線端末（ＵＥ）４０の代わりに、図２２に示す無線端末４０Ｄが使用される。図２２に
示されるように、この無線端末４０Ｄの構成は、２つの受信器（デュアルレシーバ）４１
Ｂ，４１Ｃと、これに対応した通信制御部４２Ｄおよび信号処理部４３Ｄとを有する点で
、図３に示した無線端末４０の構成とは異なる。上記第１～第４の実施形態では、無線端
末（ＵＥ）４０は、ＭＢＭＳデータを受信するためにギャップパターンＧＰを使用するが
、第５の実施形態と後述の第６の実施形態では、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、ＭＢＭＳデ
ータを受信するために２つの受信器４１Ｂ，４１Ｃを利用する。
【０１４５】
　図２３は、第５の実施形態の無線通信システム１の通信シーケンスを概略的に示す図で
ある。本実施形態の無線通信システム１の初期状態では、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、ア
イドル状態のままマクロ基地局２１，２２，２３のうちのいずれか１つ（たとえば、マク
ロ基地局２１）に帰属し、その帰属先からＭＢＳＦＮによるＭＢＭＳデータを受信してい
るものとする。無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、第１受信器（1st receiver）４１Ｂと第２受
信器（2nd receiver）４１Ｃとを有している。
【０１４６】
　図２３に示されるように、ある時刻において、ブロードキャスト・マルチキャストサー
ビスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介
して、マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２にＭＢＭＳサービス情報を通
知する。マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２は、ブロードキャスト・マ
ルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０から受信したＭＢＭＳサービス情報（MB
MS service information）に基づいてＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を決
定し、この制御情報をブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）
１０とマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３とに通知する。マクロ基地局（macro eNBs
）２１～２３は、マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２から受信したＭＢ
ＳＦＮ制御情報を、ＢＣＣＨとＭＣＣＨを使用して無線端末（ＵＥ）４０Ｄに送信する。
このとき、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、第１受信器（1st receiver）４１Ｂを用いて、マ
クロ基地局（macro eNBs）２１～２３からＭＢＳＦＮ制御情報を受信する。
【０１４７】
　他方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ
）１１を介してマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に送信する。マクロ基地局（macr
o eNBs）２１～２３は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ
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）１０から受信したＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＳＣＨおよびＭ
ＴＣＨを使用して無線端末（ＵＥ）４０Ｄに送信する。無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、第１
受信器（1st receiver）４１Ｂを用いて、ＭＢＳＦＮによりマクロ基地局（macro eNBs）
２１～２３からＭＢＭＳデータパケットを受信する。
【０１４８】
　無線端末（ＵＥ）４０Ｄの通信制御部４２Ｄは、当該無線端末４０Ｄ自身が移動したり
周辺の伝搬環境が変化したりして、自己の帰属先であるマクロ基地局２１からの下り信号
の受信品質よりも、自己の帰属先ではないフェムト基地局３１からの下り信号（たとえば
、既知のパイロット信号）の受信品質の方が高いことを検出した場合、セル再選択（Cell
 reselection）を実行する。これにより、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、自己の帰属先をマ
クロ基地局２１からフェムト基地局３１へ変更する。
【０１４９】
　本実施形態では、フェムト基地局３１はＭＢＭＳをサポートしていない。それ故、図２
３に示されるように、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、新たな帰属先であるフェムト基地局（
femto eNB）３１から、ＢＣＣＨで送信された報知情報を受信し、この報知情報に基づい
て、フェムト基地局３１からＭＢＭＳデータが配信されていないことを認識する。ここで
、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、フェムト基地局（femto eNB）３１から受信した報知情報
がＭＢＭＳの制御情報（コンテンツデータの制御情報）を含むときにこの制御情報に基づ
いて、フェムト基地局（femto eNB）３１がＭＢＭＳデータを配信する基地局であること
を認識する。あるいは、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、報知情報がフェムト基地局（femto 
eNB）３１からＭＢＭＳデータ（コンテンツデータ）が配信されるか否かを示す情報を含
むときにこの情報に基づいて、フェムト基地局（femto eNB）３１がＭＢＭＳデータを配
信する基地局であることを認識することが可能である。この認識に応じて、通信制御部４
２Ｄは、第２受信器（2nd receiver）４１Ｃを起動し（"2nd receiver on"）、この第２
受信器（2nd receiver）４１Ｃを用いてＭＢＳＦＮによるサービスを受ける。
【０１５０】
　すなわち、第２受信器（2nd receiver）４１Ｃは、セル再選択（Cell reselection）の
実行前に第１受信器（1st receiver）４１Ｂがマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３か
らＭＢＳＦＮ制御情報とＭＢＭＳデータパケットとを受信していた場合と同様に、ＢＣＣ
ＨとＭＣＣＨを使用して送信されるＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を受信
し、かつ、ＭＳＣＨおよびＭＴＣＨを使用して送信されるＭＢＭＳデータパケット（MBMS
 data packet）を受信する。並行して、第１受信器（1st receiver）４１Ｂは、帰属先で
あるフェムト基地局３１からＰＣＣＨでページングメッセージを受信する。これにより、
アイドル状態の無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、ＭＢＭＳをサポートしているマクロ基地局２
１から、ＭＢＭＳをサポートしていないフェムト基地局３１へ帰属先を変更した後も、継
続してＭＢＳＦＮによるサービスを受けることができる。
【０１５１】
　ただし、送信器４１Ａと連動して動作するのは第１受信器（1st receiver）４１Ｂであ
り、第２受信器（2nd receiver）４１Ｃは、必ずしも送信器４１Ａと連動して動作する必
要はない。たとえば、第２受信器（2nd receiver）４１Ｃで受信された下り信号が上り信
号を要求するものであっても、この要求に応じた動作を第２受信器（2nd receiver）４１
Ｃが行う必要はない。
【０１５２】
　図２４（Ａ）に示されるように、セル再選択（Cell reselection）が実行される前は、
アイドル状態の無線端末４０Ｄの第１受信器４１Ｂは、マクロ基地局（macro eNB）２１
から、ＢＣＣＨ、ＰＣＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＳＣＨおよびＭＴＣＨを用いて送信された信号
を受信する。ここで、第１受信器４１Ｂは、フェムト基地局（femto eNB）３１から、Ｂ
ＣＣＨおよびＰＣＣＨで送信された信号を受信することはない。
【０１５３】
　図２４（Ｂ）に示されるように、セル再選択が実行されたときは、無線端末４０Ｄの第
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１受信器４１Ｂは、帰属先のフェムト基地局（femto eNB）３１から、ＢＣＣＨおよびＰ
ＣＣＨで送信された信号を受信する。これと並行して、無線端末４０Ｄの第２受信器４１
Ｃは、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３から、ＢＣＣＨ、ＭＣＣＨ、ＭＳＣＨおよ
びＭＴＣＨで送信された信号を受信する。
【０１５４】
　ここで、図２４（Ａ），（Ｂ）に示した無線端末４０Ｄの受信状態の代わりに図２５（
Ａ），（Ｂ）に示す受信状態を採用してもよい。セル再選択が実行される前、図２５（Ａ
）の受信状態は図２４（Ａ）の受信状態と同じである。一方、セル再選択が実行されたと
きは、図２５（Ｂ）に示されるように、通信制御部４２ＤはＭＢＳＦＮ制御情報を保持し
たまま、第２受信器４１ＣはＭＳＣＨおよびＭＴＣＨで送信された信号のみを受信する。
この場合、ＭＢＳＦＮ制御情報が変更されたときに、無線端末４０Ｄは、ＭＢＭＳによる
サービスを継続して受けることができなくなるが、ＭＢＳＦＮ制御情報が変更され、ＭＢ
ＭＳによるサービスを継続的に受けることができなくなった場合であっても、無線端末４
０Ｄは、再び、ＭＢＳＦＮ制御情報を受信するために、ＢＣＣＨとＭＣＣＨとで送信され
る信号を受信すればよい。
【０１５５】
　なお、第１受信器４１Ｂと第２受信器４１Ｃの動作は互いに同期してもよいし、あるい
は同期していなくてもよい。マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からの下り信号（フ
レーム）と、フェムト基地局３１からの下り信号（フレーム）とが同期している場合には
、第１受信器４１Ｂと第２受信器４１Ｃとは互いに同期して動作する必要がある。一方、
マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３からの下り信号（フレーム）と、フェムト基地局
３１からの下り信号（フレーム）とが同期していない場合には、第１受信器４１Ｂと第２
受信器４１Ｃとは互いに非同期で動作する。
【０１５６】
　次に、図２６を参照しつつ、セル再選択後の無線端末４０Ｄの動作を以下に説明する。
図２６は、セル再選択後の無線端末４０Ｄの動作手順を概略的に示すフローチャートであ
る。なお、ＭＢＭＳ制御情報は、ＭＢＳＦＮ制御情報であってもよいが、必ずしも、ＭＢ
ＳＦＮ制御情報である必要はない。この意味で、図２６のフローチャートは、ＭＢＳＦＮ
に限定されることなく、一般のＭＢＭＳに対応したものであってよい。
【０１５７】
　図２６を参照すると、先ず、通信制御部４２ＤがＭＢＳＦＮ制御情報を保持したまま、
第１受信器４１Ｂは、フェムト基地局３１からＢＣＣＨで送信された報知情報を受信し、
この報知情報を復号する（ステップＳ９７）。その後、通信制御部４２Ｄは、この復号結
果に基づいて、報知情報を送信したフェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートしているか
否かを判定する（ステップＳ９８）。当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートして
いる場合（ステップＳ９８のＹＥＳ）には、通常のＭＢＭＳによるサービスを受けるため
に、第１受信器４１Ｂは、帰属先のフェムト基地局３１からＭＢＭＳデータを受信する（
ステップＳ９９）。
【０１５８】
　一方、当該フェムト基地局３１がＭＢＭＳをサポートしていない場合（ステップＳ９８
のＮＯ）には、通信制御部４２Ｄは、第２受信器４１Ｃを起動して（ステップＳ１００）
、この第２受信器４１Ｃに、元の帰属先のマクロ基地局２１などの周辺基地局を検出させ
、この周辺基地局との同期を確立させる（ステップＳ１０１）。
【０１５９】
　その後、通信制御部４２Ｄは、カウンタを起動してこのカウンタのカウント値ｎを初期
化する（ステップＳ１０２）。このカウンタは、無線端末４０Ｄがサービス圏外（Out-of
-service）にあると判断するためのものである。
【０１６０】
　続けて、通信制御部４２Ｄは、セル再選択前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺
のマクロ基地局からのＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ１０３）。よって、無線端
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末４０Ｄは、セル再選択前に帰属していたマクロ基地局やその他周辺のマクロ基地局から
ＭＢＭＳデータパケットを受信することができる。
【０１６１】
　次いで、通信制御部４２Ｄは、このＭＢＭＳデータの復号に成功した場合（ステップＳ
１０４のＹＥＳ）、ＭＢＭＳデータを正常に受信したと判断してステップＳ１０３に処理
を戻す。
【０１６２】
　一方、ＭＢＭＳデータの復号に失敗した場合（ステップＳ１０４のＮＯ）、カウンタは
カウント値ｎをインクリメントし（ステップＳ１０５）、通信制御部４２Ｄは、このカウ
ント値ｎが設定値Ｎ未満であるか否かを判定する（ステップＳ１０６）。カウント値ｎが
設定値Ｎに到達していない場合（ステップＳ１０６のＹＥＳ）、通信制御部４２Ｄは、ス
テップＳ１０３に処理を戻して通信制御を継続する。一方、カウント値ｎが設定値Ｎに到
達した場合（ステップＳ１０６のＮＯ）は、通信制御部４２Ｄは、ＭＢＭＳ設定（MBMS c
onfiguration）をクリアし（ステップＳ１０７）、無線端末４０Ｄがサービス圏外にある
として、第２受信器４１Ｃを用いた通信制御を終了する。
【０１６３】
　なお、図２６のフローチャートのステップＳ１０５でカウンタはカウント値ｎをインク
リメントしていたが、この代わりに、カウント値ｎをデクリメントしてもよい。カウント
値ｎをデクリメントする場合、ステップＳ１０６の代わりに、カウント値ｎが設定値Ｎを
超えているか否かを判定するステップが採用される。また、所定回数連続して復号に失敗
したか否かを判定するステップを採用し、所定回数連続して復号に失敗した場合に無線端
末４０Ｄがサービス圏外にあると判定する手順を採用してもよい。さらに、カウンタ以外
の方法で無線端末４０Ｄがサービス圏外か否かを判定する方法を採用してもよいことはい
うまでもない。
【０１６４】
　（第６の実施形態）
　次に、本発明に係る第６の実施形態について説明する。本実施形態でも、上記第５の実
施形態と同様に、図３に示した無線端末（ＵＥ）４０の代わりに、図２２に示す無線端末
４０Ｄが使用される。
【０１６５】
　図２７は、第６の実施形態の無線通信システム１の通信シーケンスを概略的に示す図で
ある。本実施形態の無線通信システム１の初期状態では、無線端末（ＵＥ）４０Ｄは、ア
イドル状態でフェムト基地局（femto eNB）３１に帰属しており、ＢＣＣＨ以外のチャネ
ルから、無線端末４０Ｄに個別の情報は受信していないものとする。図２７に示されるよ
うに、フェムト基地局（femto eNB）３１は、ＢＣＣＨを用いて信号を送信し、無線端末
４０Ｄの第１受信器４１Ｂはこの信号を受信する。
【０１６６】
　一方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
ＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）１１を介して、マルチセル／マルチキャスト制御
装置（ＭＣＥ）１２にＭＢＭＳサービス情報を通知する。マルチセル／マルチキャスト制
御装置（ＭＣＥ）１２は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳ
Ｃ）１０から受信したＭＢＭＳサービス情報（MBMS service information）に基づいてＭ
ＢＳＦＮ制御情報（MBSFN Configuration）を決定し、この制御情報をブロードキャスト
・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０とマクロ基地局（macro eNBs）２１
～２３とに通知する。図示しないが、マクロ基地局（macro eNBs）２１～２３は、マルチ
セル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）１２から受信したＭＢＳＦＮ制御情報（MBSFN 
Configuration）を、ＢＣＣＨとＭＣＣＨを使用して、自己の管理下にある無線端末（Ｕ
Ｅ）４０Ｄに送信する。
【０１６７】
　他方、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）１０は、ＭＢ
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ＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ
）１１を介してマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３に送信する。図示しないが、マク
ロ基地局（macro eNBs）２１～２３は、ブロードキャスト・マルチキャストサービスセン
タ（ｅＢＭＳＣ）１０から受信したＭＢＭＳデータパケット（MBMS data packet）を、Ｍ
ＳＣＨおよびＭＴＣＨを使用して、自己の管理下にある無線端末（ＵＥ）４０Ｄに送信す
る。
【０１６８】
　ある時刻において、無線端末４０Ｄは、ＭＢＭＳによるサービスを受信しようと試みる
が、帰属するフェムト基地局３１からはＭＢＭＳデータを受信することができない（"sea
rch MBMS service, but cannot monitor"）。無線端末４０Ｄは、報知情報に基づいて帰
属先の基地局がＭＢＭＳをサポートしていないことを検知した場合（"Trigger to monito
r neighboring BCCH"）、第２受信器（2nd receiver）４１Ｃを起動し（"2nd receiver o
n"）、この第２受信器４１Ｃを用いて周辺のマクロ基地局２１～２３がＭＢＭＳをサポー
トしているか否かを探索する。
【０１６９】
　無線端末４０Ｄの通信制御部４２Ｄは、目的のサービスを発見した場合（"Find intend
ed service"）、第１受信器４１Ｂを用いてフェムト基地局３１のＰＣＣＨで送信される
信号を受信しつつ、第２受信器４１Ｃを用いてマクロ基地局（macro eNBs）２１～２３か
ら提供されるＭＢＭＳによるサービスを受ける。これにより、無線端末４０Ｄは、ＭＢＭ
Ｓをサポートしていないフェムト基地局３１に帰属中でも、ＭＢＭＳをサポートしている
マクロ基地局からＭＢＳＦＮによるサービスを受信開始することができる。
【０１７０】
　次に、図２８を参照しつつ無線端末４０Ｄの動作を以下に説明する。図２８は、無線端
末４０Ｄの動作手順を概略的に示すフローチャートである。ここで、無線端末４０Ｄの帰
属先はフェムト基地局３１に限らず、マイクロ基地局またはピコ基地局であってもよい。
また、図２８のフローチャートは、無線端末４０Ｄの帰属先の基地局がＭＢＭＳをサポー
トしている場合にも対応したものである。
【０１７１】
　図２８を参照すると、ある時刻で、無線端末４０Ｄの通信制御部４２Ｄは、第１受信器
４１Ｂを使用して、帰属先の基地局から受信した報知情報を復号し（ステップＳ１１６）
、その復号結果に基づいてＭＢＭＳがサポートされているか否かを判定する（ステップＳ
１１７）。帰属先の基地局がＭＢＭＳをサポートしている場合（ステップＳ１１７のＹＥ
Ｓ）には、通常のＭＢＭＳによるサービスを受けるために、第１受信器４１Ｂは、帰属先
の基地局からＭＢＭＳデータを受信する（ステップＳ１１８）。
【０１７２】
　帰属先の基地局がＭＢＭＳをサポートしていない場合（ステップＳ１１７のＮＯ）には
、通信制御部４２Ｄは、第２受信器４１Ｃを起動し（ステップＳ１１９）、この第２受信
器４１Ｃを用いて、非帰属先の周辺の基地局から送信された報知情報を受信し、復号する
（ステップＳ１２０）。通信制御部４２Ｄは、この復号結果に基づいて、ＭＢＭＳがサポ
ートされているか否かを判定する（ステップＳ１２１）。ＭＢＭＳがサポートされていな
い場合（ステップＳ１２１のＮＯ）、無線端末４０Ｄがサービス圏外にあると判断して通
信制御部４２Ｄは以上の処理を終了する。
【０１７３】
　周辺の基地局のいずれかがＭＢＭＳをサポートしている場合（ステップＳ１２１のＹＥ
Ｓ）には、通信制御部４２Ｄは、第２受信器４１Ｃに周辺基地局からのＭＢＭＳデータを
受信させる（ステップＳ１２２）。この結果、無線端末４０Ｄは、周辺基地局からＭＢＭ
Ｓデータパケットを受信することができる。
【０１７４】
　次いで、通信制御部４２Ｄは、このＭＢＭＳデータの復号に成功した場合（ステップＳ
１２３のＹＥＳ）、ＭＢＭＳデータを正常に受信したと判断してステップＳ１２２に処理
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を戻す。他方、通信制御部４２Ｄは、ＭＢＭＳデータの復号に失敗した場合（ステップＳ
１２２のＮＯ）、無線端末４０Ｄはサービス圏外にあると判断して以上の処理を終了する
。ここで、カウンタを使用して、合計Ｎ回または連続Ｎ回（Ｎは正整数）復号に失敗した
ときに、無線端末４０Ｄがサービス圏外にあると判断してもよい。
【０１７５】
　なお、通信制御部４２Ｄは、ＭＢＭＳデータを正常に受信できなかった場合は（ステッ
プＳ）、無線端末４０Ｄがサービス圏外にあると判断し、第２受信器４１Ｃの電源をオフ
にする、あるいは、その動作を停止し、ＭＢＭＳ設定（MBMS configuration）をクリアす
る。
【０１７６】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について述べたが、これらは本発明の例示であ
り、上記以外の様々な構成を採用することもできる。たとえば、上記実施形態の各通信シ
ーケンスでは、主に、無線端末（ＵＥ）４０がフェムト基地局３１に帰属する場合を例に
挙げて説明したが、これに限定されるものではない。フェムト基地局３１の代わりに、図
１のマイクロ基地局３０やピコ基地局（Pico eNB）などの他の小型基地局が用いられても
よい。よって、上記セル再選択後あるいはハンドオーバ後の無線端末４０の帰属先も、フ
ェムト基地局３１に限らず、マイクロ基地局やピコ基地局でもよい。無線端末４０がさら
に別のマクロ基地局に帰属先を変更する場合にも、上記構成を適用することが可能である
。
【０１７７】
　上述の実施形態では、ＭＢＳＦＮによるデータ配信を想定していたが、この場合にはフ
ェムトセルに滞在していてもマクロセルからのＭＢＭＳの信号だけは受信品質を高くする
ことができる。ただし、ＭＢＳＦＮの代わりに、通常のＭＢＭＳ、たとえばＬＴＥの「Ｓ
Ｃ　ＰＴＭ（Single Cell Point-To-Multipoint）」を適用した形態もあり得る。
【０１７８】
　また、上記実施形態では、全て、基地局（ｅＮＢ）単位でＭＢＭＳをサポートしている
かどうかを区別していたが、同一基地局でもセクタ単位でＭＢＭＳをサポートするか否か
を区別したり、あるいは周波数を変えてＭＢＭＳをサポートしているセルとサポートして
いないセルとを区別したりする場合を上記実施形態に適用することが可能である。
【０１７９】
　上記実施形態は、「３ＧＰＰ　ＬＴＥ」を準拠したシステム構成を有しているが、これ
に限定されず、たとえば「３ＧＰＰ　ＷＣＤＭＡ（Wideband Code Division Multiple Ac
cess）」や「ＷｉＭＡＸ（Worldwide interoperability for Microwave Access）」とい
った規格に準拠したシステム構成を有していてもよい。
【０１８０】
　上記ギャップパターンＧＰは、無線端末４０が帰属する基地局からの下り信号を受信す
る無効期間と、当該無効期間を除く有効期間とが時間的に交互に設定された周期的なパタ
ーンである。無線端末４０が下り信号を受信する期間が無効期間と呼ばれているが、これ
に限定されるものではない。無線端末４０が下り信号を受信する期間を有効期間と呼び、
当該有効期間を除く期間を無効期間と呼んでもよい。
（付記１）
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムであっ
て、
　前記無線端末は、前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャスト
されたコンテンツデータを受信することを特徴とする無線通信システム。
（付記２）
　付記１に記載の無線通信システムであって、前記無線端末は、前記非帰属先無線基地局
から報知情報を受信し、前記報知情報に基づいて、前記非帰属先無線基地局が前記コンテ
ンツデータを送信する基地局であるか否かを認識することを特徴とする無線通信システム
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。
（付記３）
　付記２に記載の無線通信システムであって、前記無線端末は、前記報知情報が前記コン
テンツデータの制御情報を含むときに前記コンテンツデータの制御情報に基づいて、前記
非帰属先無線基地局が前記コンテンツデータを送信する基地局であることを認識すること
を特徴とする無線通信システム。
（付記４）
　付記２に記載の無線通信システムであって、前記無線端末は、前記報知情報が前記非帰
属先無線基地局から前記コンテンツデータが送信されるか否かを示す情報を含むときに当
該情報に基づいて、前記非帰属先無線基地局が前記コンテンツデータを送信する基地局で
あるか否かを認識することを特徴とする無線通信システム。
（付記５）
　付記１から４のうちのいずれか１つに記載の無線通信システムであって、
　前記無線端末は、
　第１および第２の受信器と、
　前記第１および第２の受信器をそれぞれ制御する通信制御部と、
を備え、
　前記通信制御部は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から下り信号を受信させ
るとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータを受
信させることを特徴とする無線通信システム。
（付記６）
　付記５に記載の無線通信システムであって、前記下り信号は、ページングメッセージの
信号であることを特徴とする無線通信システム。
（付記７）
　付記１から６のうちのいずれか１つに記載の無線通信システムであって、前記非帰属先
無線基地局は、マクロ基地局であり、前記帰属先無線基地局は、前記マクロ基地局が管理
するセルよりも小さなセルを管理する小型基地局であることを特徴とする無線通信システ
ム。
（付記８）
　付記７に記載の無線通信システムであって、前記帰属先無線基地局はフェムト基地局で
あることを特徴とする無線通信システム。
（付記９）
　付記１から８のうちのいずれか１つに記載の無線通信システムであって、前記無線端末
は、ハンドオーバまたはセル再選択により自己の帰属先を変更することを特徴とする無線
通信システム。
（付記１０）
　付記１から９のうちのいずれか１つに記載の無線通信システムであって、前記無線端末
は、前記無線基地局から通知された情報に基づいて当該無線基地局に帰属先を変更するこ
とを特徴とする無線通信システム。
（付記１１）
　付記１から１０のうちのいずれか１つに記載の無線通信システムであって、前記コンテ
ンツデータがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであるこ
とを特徴とする無線通信システム。
（付記１２）
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムにおけ
る前記無線端末であって、
　前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツ
データを受信することを特徴とする無線端末。
（付記１３）
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　付記１２に記載の無線端末であって、前記非帰属先無線基地局から報知情報を受信し、
前記報知情報に基づいて、前記非帰属先無線基地局が前記コンテンツデータを送信する基
地局であるか否かを認識する手段を有することを特徴とする無線端末。
（付記１４）
　付記１３に記載の無線端末であって、前記報知情報が前記コンテンツデータの制御情報
を含むときに前記コンテンツデータの制御情報に基づいて、前記非帰属先無線基地局が前
記コンテンツデータを送信する基地局であることを認識することを特徴とする無線端末。
（付記１５）
　付記１３に記載の無線端末であって、前記報知情報が前記非帰属先無線基地局から前記
コンテンツデータが送信されるか否かを示す情報を含むときに当該情報に基づいて、前記
非帰属先無線基地局が前記コンテンツデータを送信する基地局であるか否かを認識するこ
とを特徴とする無線端末。
（付記１６）
　付記１２から１５のうちのいずれか１つに記載の無線端末であって、
　第１および第２の受信器と、
　前記第１および第２の受信器をそれぞれ制御する通信制御部と、
を備え、
　前記通信制御部は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から下り信号を受信させ
るとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータを受
信させることを特徴とする無線端末。
（付記１７）
　付記１６に記載の無線端末であって、前記下り信号は、ページングメッセージの信号で
あることを特徴とする無線端末。
（付記１８）
　付記１２から１７のうちのいずれか１つに記載の無線端末であって、前記コンテンツデ
ータがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであることを特
徴とする無線端末。
（付記１９）
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムにおけ
る前記無線端末の通信制御方法であって、
　（ａ）前記非帰属先無線基地局を選択するステップと、
　（ｂ）前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコン
テンツデータを受信するステップと、
を含むことを特徴とする通信制御方法。
（付記２０）
　付記１９に記載の通信制御方法であって、
　前記無線端末は、第１および第２の受信器を備えており、
　前記ステップ（ｂ）は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から下り信号を受信
させるとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記コンテンツデータ
を受信させるステップを含むことを特徴とする通信制御方法。
（付記２１）
　付記２０に記載の通信制御方法であって、前記下り信号は、ページングメッセージの信
号であることを特徴とする通信制御方法。
（付記２２）
　付記１９から２１のうちのいずれか１つに記載の通信制御方法であって、前記コンテン
ツデータがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであること
を特徴とする通信制御方法。
（付記２３）
　無線端末と、前記無線端末が帰属する無線基地局である帰属先無線基地局と、前記無線
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端末が帰属しない無線基地局である非帰属先無線基地局とを含む無線通信システムにおけ
る前記無線端末の記録媒体から読み出されてプロセッサに通信制御処理を実行させるプロ
グラムであって、
　前記通信制御処理は、
　前記非帰属先無線基地局を選択する処理と、
　前記非帰属先無線基地局からブロードキャストまたはマルチキャストされたコンテンツ
データを受信する処理と、
を含むことを特徴とするプログラム。
（付記２４）
　付記２３に記載のプログラムであって、
　前記無線端末は、第１および第２の受信器を備えており、
　前記通信制御処理は、前記第１の受信器に前記帰属先無線基地局から下り信号を受信さ
せるとともに、前記第２の受信器に前記非帰属先無線基地局から前記ブロードキャストま
たはマルチキャストされたコンテンツデータを受信させることを特徴とするプログラム。
（付記２５）
　付記２４に記載のプログラムであって、前記下り信号は、ページングメッセージの信号
であることを特徴とするプログラム。
（付記２６）
　付記２３から２５のうちのいずれか１つに記載のプログラムであって、前記コンテンツ
データがＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service）データであることを
特徴とするプログラム。
【図面の簡単な説明】
【０１８１】
【図１】本発明に係る一実施形態の無線通信システムの概略構成を示す機能ブロック図で
ある。
【図２】マクロ基地局群、フェムト基地局および無線端末を概略的に示す図である。
【図３】無線端末の構成を概略的に示す図である。
【図４】フェムト基地局の構成を概略的に示す図である。
【図５】本発明に係る第１の実施形態の無線通信システムの通信シークエンスを概略的に
示す図である。
【図６】ギャップパターンを説明するための図である。
【図７】無線端末の受信状態の例を説明するための図である。
【図８】無線端末の受信状態の他の例を説明するための図である。
【図９】ダウンリンクの無線フレーム構造の一例を示す概略図である。
【図１０】セル再選択後の無線端末の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【図１１】本発明に係る第２の実施形態の無線通信システムの通信シークエンスを概略的
に示す図である。
【図１２】無線端末の受信状態の例を説明するための図である。
【図１３】無線端末の受信状態の他の例を説明するための図である。
【図１４】ハンドオーバ後の無線端末の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【図１５】ハンドオーバ後のフェムト基地局の動作手順を概略的に示すフローチャートで
ある。
【図１６】本発明に係る第３の実施形態の無線通信システムの通信シークエンスを概略的
に示す図である。
【図１７】ハンドオーバ後の無線端末の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【図１８】ハンドオーバ後のフェムト基地局の動作手順を概略的に示すフローチャートで
ある。
【図１９】本発明に係る第３の実施形態の変形例である無線通信システムの通信シークエ
ンスを概略的に示す図である。
【図２０】本発明に係る第４の実施形態の無線通信システムの通信シークエンスを概略的



(33) JP 5239850 B2 2013.7.17

10

20

30

に示す図である。
【図２１】サービスサーチ時の無線端末の動作手順を概略的に示すフローチャートである
。
【図２２】第５および第６の実施形態の無線通信システムにおいて使用される無線端末の
概略構成を示す図である。
【図２３】本発明に係る第５の実施形態の無線通信システムの通信シーケンスを概略的に
示す図である。
【図２４】無線端末の受信状態の例を説明するための図である。
【図２５】無線端末の受信状態の他の例を説明するための図である。
【図２６】無線端末の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【図２７】本発明に係る第６の実施形態の無線通信システムの通信シーケンスを概略的に
示す図である。
【図２８】無線端末の動作手順を概略的に示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１８２】
　１　無線通信システム
　８　コアネットワーク（ＥＰＣ）
　９　ＩＰネットワーク（インターネット）
　１０　ブロードキャスト・マルチキャストサービスセンタ（ｅＢＭＳＣ）
　１１　ＭＢＭＳゲートウェイ（ｅＭＢＭＳ　ＧＷ）
　１２　マルチセル／マルチキャスト制御装置（ＭＣＥ）
　１３　端末移動管理装置（ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ）
　２１～２３　マクロ基地局（macro eNBs）
　２１Ｃ～２３Ｃ　マクロセル（macro cell）
　３０　マイクロ基地局（micro eNB）
　３１　フェムト基地局（femto eNB）
　３１Ｃ　フェムトセル（femto cell）
　４０，４０Ｄ　無線端末（ＵＥ）
　４１Ａ　送信器
　４１Ｂ　受信器（第１受信器）
　４１Ｃ　第２受信器
　４２，４２Ｄ　通信制御部
　４３，４３Ｄ　信号処理部
　ＧＰ　ギャップパターン
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